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第
三
章

古
点
期
の
寓
葉
研
究

(上〉

古
点
の
意
味

上
述
の
如
く
、
高
葉
集
の
読
解
作
業
は
部
分
的
に
は
既
に
古
点
以
前
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
勅
命
に
よ

る
一
大
事
業
と
し
て
、
全
巻
の
大
部
分
に
対
し
て
本
格
的
に
、
し
か
も
大
規
模
に
施
点
が
行
は
れ
た
の
は
、
天
暦
の
古
点
を
も
っ
て
最
初

と
し
、
研
究
史
上
劃
期
的
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
改
め
て
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

然
ら
ば
古
点
と
は
何
か
と
云
へ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
学
僧
仙
覚
(
建
仁
一
一
一
-Mou--
文
永
九
日
M
芯
生
存
)
が
、
次
点
及
び
新
点
に
対
し
て
始
め
て

命
名
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
京
都
大
学
本
等
の
中
院
本
に
禁
一
泉
御
本
の
奥
書
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
仙
覚
寛
元
本
巻
一
の
奥
書
に
、

又
於
古
鮪
者
、
不
及
付
符
。
於
順
朝
臣
之
後
人
和
字
者
、
合
結
為
符
。

と
あ
り
、
ま
た
、
西
本
願
寺
本
以
下
に
伝
は
る
仙
覚
文
永
三
年
木
巻
一
の
奥
書
に
、

抑
先
度
愚
本
蝦
名
、
者
、
古
次
両
鞘
有
異
説
歌
者
、
於
漢
字
左
右
、
付
椴
名
畢
。
其
上
猶
於
有
心
詞
夜
曲
歌
者
、
加
新
賠
畢
。
如
此
異
説

多
種
之
問
、
其
鮪
勝
劣
、
軒
以
難
鼎
者
敗
。
依
之
去
今
二
箇
度
書
寓
本
者
、
不
論
古
貼
新
耕
、
取
拾
其
正
訓
、
於
漢
字
右
一
筋
所
賄

北
大
文
学
部
紀
要
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古
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葉
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下
也
。
其
内
士
口
次
両
知
者
、
撰
其
秀
逸
、
間
以
墨
賄
之
。
次
雄
有
古
次
両
賄
、
而
為
心
詞
参
差
句
者
、
以
紺
青
賠
之
。
所
謂
不
勘
古
語

之
賄
、
井
手
〈
小
乎
波
之
字
相
違
等
、
皆
以
紺
青
令
鮪
直
之
也
。
是
則
先
顕
有
士
口
次
両
賄
、
亦
示
偏
非
新
賄
也
。
次
新
鞘
歌
弁
訓
中
補
闘

之
句
、
又
雄
為
一
字
而
漏
古
鮪
之
字
、
以
朱
鞘
之
。
偏
是
為
自
身
所
見
鮪
之
。
為
他
人
所
用
不
鮪
之
市
己
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
既
に
南
北
朝
に
現
れ
た
由
阿
(
正
応
四
日

MU---貞
治
五
s
a
a
生
存
)
が
『
詞
林
采
葉
抄
』
に
お
い
て
明
確
に

定
義
づ
け
た
通
り
、
古
点
と
は
、
次
点
・
新
点
に
対
す
る
名
称
で
あ
っ
て
、
新
点
が
仙
覚
の
新
し
く
施
し
た
訓
点
を
さ
し
、
次
点
が
古
点

以
後
仙
覚
以
前
に
施
さ
れ
た
訓
点
(
順
朝
臣
之
後
人
和
字
)
を
さ
す
の
に
対
L
、
源
順
等
に
よ
っ
て
天
暦
期
に
施
さ
れ
た
訓
点
の
呼
称
と

と
あ
っ
て
、

解
せ
ら
れ
る
。

源
順
等
の
い
は
ゆ
る
梨
査
の
五
人
が
、
天
暦
五
年
(
自
己
、
村
上
天
皇
の
宣
旨
に
よ
っ
て
寓
葉
集
の
訓
点
作
業
に
従
事
し
た
事
は
、
そ

の
点
者
の
一
人
で
あ
る
源
順
の
家
集
に
、

〔
初
て
〕
〔
は
ナ
シ
〕

天
暦
五
年
宣
旨
あ
り
・
て
や
ま
と
う
た
は
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
な
し
つ
ぼ
に
お
か
せ
給
、
古
蔦
葉
集
よ
み
と
き
え
ら
ば
し
め
給
な
り
、
め
し

〔
也
〕

お
か
れ
た
る
は
河
内
掠
清
原
元
輔
近
江
掠
紀
時
文
讃
岐
抜
大
中
臣
能
宣
学
生
源
順
御
書
所
預
坂
上
茂
樹
を
や
、
蔵
人
左
近
衛
少
将
藤
原

〔

に

〕

本

朝
臣
伊
?
を
そ
の
と
こ
ろ
の
別
当
に
さ
だ
め
さ
せ
た
ま
ふ
・
か
み
な
づ
き
の
つ
(
ご
も
り
に
御
題
を
封
じ
て
く
だ
し
た
ま
へ
る
に
)
い

(

マ

、

)

〔

の

ナ

シ

〕

(

も

〉

〔

に

ナ

シ

〕

は
く
の
か
み
な
づ
き
か
、
ぎ
り
と
や
お
ん
ふ
も
み
ぢ
ば
の
と
あ
り
、
お
の
ど
、
う
た
を
た
て
ま
つ
る
に
神
無
月
は
て
は
も
み
、
ち
も
い
か
な

〔
ふ
る
ら
ん
〕

れ
や
し
ぐ
れ
と
L
も
に
ふ
り
に
け
る
ら
む
(
飯
島
春
敬
・
久
曾
神
昇
編

-126-

『
国
宝
西
本
願
寺
三
十
六
人
集
』
に
拠
り
、

群
書
類
従
本
の
校
異
を
右
傍
に

r一、

〕
で
示
す
)

と
あ
り
、

ま
た
同
じ
く
順
自
身
の
執
筆
に
成
る
、
天
暦
五
年
十
月
の
年
記
を
有
す
る
「
禁
制
間
入
事
」
(
『
本
朝
文
粋
』
)
に
、

セ
テ

ν
ド

老

ヲ

γ
ヤ・

右
蔵
人
少
内
記
大
江
澄
景
仰
云
。
件
ノ
所
名
渉
ι

妖
艶
↓
実
入
品
神
秘
↓
振
s

寓
葉
之
兵
器
篇
一
知
ニ
百
代
之
遺
美
↓
況
乎
排
一
一
昭
陽
-
為
一
一
修
撰



ト

ネ

テ

ヲ

ト

之
慮
刊
尋
ニ
箕
菜
}
為
-
一
寓
直
之
徒
↓

と
あ
り
、
同
じ
く
順
の
執
筆
に
か
か
る
「
侍
中
亜
相
為
撰
和
謂
所
別
当
御
筆
宣
旨
奉
行
文
」
〈
天
暦
五
年
『
本
朝
文
粋
』
〉

も
伝
へ
ら
れ
て
ゐ

る
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
右
に
引
用
し
た
順
集
の
文
に
は
や
や
明
瞭
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
り
、

ぶ
」
を
後
撰
集
撰
定
を
指
す
も
の
と
解
し
て
ゐ
る
が
、
「
源
順
集
で
は
、
和
歌
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
後
撰
集
と
の
関
係
に
は
一
言
も
触

(注
1
)

れ
て
ゐ
な
い
」
と
い
ふ
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
「
や
ま
と
う
た
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
な
し
つ
ぼ
に
お
か
せ
給
」
は
、
明
ら
か
に
「
禁
制
文
」
に

0

0

0

0

 

云
ふ
「
排
ニ
昭
陽
一
為
ニ
修
撰
之
処
こ
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
表
現
で
あ
り
、
「
古
寓
葉
集
よ
み
と
き
え
ら
ぶ
」
だ
け
の
目
的
で
和
歌
所
が

設
置
さ
れ
た
と
見
る
の
は
前
後
に
そ
の
例
が
無
く
い
か
が
と
思
は
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
述
す
る
後
撰
和
歌
集
の
成
立
年
代
の
推
定
か

ら
見
て
も
、
武
田
祐
吉
博
士
が
も

一
般
に
は
「
や
ま
と
歌
え
ら

源
順
集
に
見
え
る
天
麿
五
年
の
宣
旨
の
内
容
は
大
和
歌
え
ら
ぶ
こ
と
、
古
寓
葉
集
よ
み
と
き
え
ら
ば
し
め
給
ふ
こ
と
の
二
件
で
、

'-

の

ー127-

二
件
を
行
ふ
た
め
に
、
梨
査
に
五
人
の
人
が
召
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
第
一
の
、
大
和
歌
え
ら
ぶ
こ
と
の
成
果
が
、
後
撰
和
歌

(注
2
)

集
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

と
し
た
の
を
至
当
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
梨
査
の
五
人
は
、
後
撰
和
歌
集
の
撰
定
と
、
万
葉
集
の
訓
読
作
業
と
の
こ
つ
の
任

務
を
遂
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
勅
撰
集
の
撰
定
と
、
高
葉
集
訓
読
の
作
業
と
は
、

い
づ
れ
が
和
歌
所
の
主
た
る
事
業
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
『
袋
草
子
』

上
巻
の
「
故
撰
集
次
第
」
に
は
、

於
ニ
昭
陽
舎
一
令
ν
読
一
一
解
寓
葉
集
一
之
次
令
ν
撰
ν
之。

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
松
茂
美
博
士
は
、

北
大
文
学
部
紀
要
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『
袋
草
子
』
に
:
:
:
と
あ
る
の
に
徴
す
る
時
、
訓
釈
を
第
一
の
事
業
と
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

、43
、戸耳元、
F

イ

テ

ヲ

ノ

ト

の
和
歌
所
「
禁
制
文
」
(
伽
服
)
に
「
排
ニ
昭
陽
一
為
一
一
修
撰
処
二
去
々
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
そ
の
主
目
的
は
後
撰
和
歌
集
撰
進
の
方
に

あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
た
し
て
い
ず
れ
が
真
か
。
と
も
か
く
古
い
時
代
か
ら
二
説
に
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確

一
方
『
本
朝
文
粋
』
所
収

か
で
あ
る
。{
注
旦

と
言
は
れ
た
。
し
か
し
、
『
袋
草
子
』
は
時
代
も
降
り
、

そ
の
根
拠
も
明
ら
か
で
無
い
の
で
、
順
自
身
の
記
載
し
た
順
集
の
詞
書
に
、
先

(
}
γ

ヤ

ヲ

ス

ヲ

ヤ

づ
「
や
ま
と
う
た
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
な
し
つ
ぼ
に
お
か
せ
給
」
と
歌
集
撰
定
の
事
を
前
に
掲
げ
、
「
禁
制
文
」
で
も
、
「
況
排
才
昭
陽
一
為
一
一
修

撰
処

L
と
、
歌
集
撰
定
に
力
点
を
置
い
て
強
調
し
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
、
両
者
の
事
業
は
併
行
し
て
行
は
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
撰
和

歌
所
設
置
の
主
目
的
は
や
は
り
勅
撰
集
の
撰
定
に
在
っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。

唯
だ
後
述
す
る
如
く
寓
葉
集
の
訓
読
作
業
は
勅
撰
集
の
撰
進
以
上
の
難
事
業
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
多
大
の
年
月
を
要
し
、
そ
の
努
力
も

並
川
崎
で
佐
川
か
っ

K
た
め
に
、
順
自
身
の
自
負
は
む
し
ろ
後
者
に
在
っ
た
ら
し
い
事
が
、
『
源
順
集
』
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
「
天
禄
三
年
八

月
二
十
八
日
規
子
内
親
王
前
裁
歌
合
」
の
判
詞
中
に
、

-128-

そ
も
そ
も
、
順
、
梨
査
に
は
、
平
城
の
都
の
古
歌
選
り
奉
り
し
時
に
、
呉
竹
の
よ
こ
も
り
て
、
ゆ
く
す
ゑ
た
の
む
を
り
も
侍
り
き
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
c

『
袋
草
子
』
の
如
き
記
述
が
出
現
し
た
一
因
も
そ
こ
に
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

『
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
定
と
高
葉
集
の
訓
読
作
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
考
察
す
る
が
、
と
も
あ
れ
、
仙
覚
が
次
点
・
新

点
に
対
し
て
呼
称
す
る
古
点
が
、
右
の
『
源
順
集
』
等
に
見
え
る
村
上
天
皇
の
勅
命
に
よ
る
寓
葉
集
訓
読
作
業
の
結
果
を
さ
し
て
言
っ
た

も
の
で
あ
る
事
は
、
「
順
朝
臣
之
後
人
和
字
」
を
古
点
と
区
別
し
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

上
記
の
仙
覚
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
仙
覚
は
、
源
順
等
梨
査
の
五
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
梨
査
の
古
点
と
、
そ
れ
以
後
仙
覚
以
前
に
施



さ
れ
た
次
点
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
古
点
(
狭
義
)
は
天
暦
時
の
古
点
に

限
ら
れ
る
べ
さ
で
あ
り
、

こ
こ
に
考
察
す
る
の
も
そ
れ
に
外
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
仙
覚
自
身
、
こ
の
や
う
な
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
の
み
「
古
点
」
の
称
を
用
ゐ
て
は
居
ら
ず
、
そ
れ
以
後
の
次
点
を

も
含
め
て
「
古
点
」
と
呼
ん
で
ゐ
る
場
合
が
砂
く
な
い
。
右
の
文
永
本
巻
一
の
奥
書
に
お
い
て
も
、
「
不
レ
論
ニ
古
鮪
新
知
一
取
刊
拾
其
正

訓

L
云
々
と
い
ふ
場
合
の
古
点
は
、
古
次
両
点
を
含
め
て
言
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
更
に
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
仙
覚
の
自

著
『
万
葉
集
註
釈
』
に
お
け
る
「
古
点
L

の
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
上
田
英
夫
博
士
も
注
意
せ
ら
れ
て
、

仙
覚
は
、
自
著
「
寓
葉
集
註
釈
」
の
中
で
在
来
の
訓
を
例
示
す
る
に
古
点
な
る
文
字
を
九
十
六
個
処
も
使
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
挙
ぐ
る
所

謂
古
点
歌
の
中
に
、
彼
み
づ
か
ら
次
点
歌
と
し
て
確
認
し
て
ゐ
た
筈
の
歌
を
十
六
首
も
混
入
さ
せ
て
ゐ
る
。

(注
4
)

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
上
田
博
士
は
九
十
六
個
所
と
言
は
れ
る
が
、
わ
た
く
し
の
調
査
の
結
果
で
も
、
『
万
葉
集
註
釈
』
中
に
「
古
点
」

の
用
例
が
現
れ
る
の
は
次
の
如
く
、
九
十
二
首
に
わ
た
っ
て
総
用
例
百
四
例
、
そ
の
訓
点
の
知
ら
れ
る
個
所
、
九
十
九
ケ
所
と
い
ふ
数
字

-129-

と
な
り
、

ほ
ぼ
上
田
博
士
の
調
査
結
果
と
一
致
す
る
。

ヘ
次
に
示
す
の
は
「
古
賠
」
の
用
例
の
現
れ
る
歌
番
号
で
あ
り
、
/

/
同
じ
歌
に
二
度
現
れ
る
場
合
は
番
号
の
下
に

ωと
記
し
た
。
¥

巻
一
、

8
、
日
、
立
国
、
加
国
、
話
、
却
、
必
、
訂
、
印
位
、
日
、
印
、
白
、

3

0

8

1

1

1

3

7

1

j

、
1
、
7
、
9
、
5
、
2
、
9

1
、

H

1

2

3

2

3

3

2

-

4

一

5
3
5一

8
一

9
3
9
2
-

《
‘

T

A

1

i

1

ム

』

I

h

-
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、
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、
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n
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己
F
J
L
l

一
、
「
D

、
1
i

、
1

ょ、

Q
d

、
η
J

、
1

ょ、

q
J

、
ιυ

、

岩
今
、
一

-

n

J

A

性

A
せ

A
せ

phd

庁

i

司
d
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ワ
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Q
d
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ヴ

d
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ワ
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巻
五

巻
六

巻
七

巻
八
、

巻
九
、

巻
十
、

巻
十
二
、

巻
十

巻
十
四
、

巻
十
五
、

巻
十
六
、

巻
十
七
、

巻
十
八
、 古

代
高
葉
集
研
究
史
稿

943 892 
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ナ 3439ナ
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1ン 1ン
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巻
二
十
、

ワハ
H

q
J
 

円
〆
山A-

A
生狙
(
他
に
総
論
の
用
例
l
)

d
佳

(注
5
)

そ
こ
で
次
に
右
に
現
れ
る
古
点
の
内
容
が
果
し
て
天
暦
の
古
点
を
意
味
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
見
る
と
、
武
田
博
士
・
上
田
博
士
共

巻
十
九
、

に
指
摘
せ
ら
れ
た
通
り
、

そ
の
や
う
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、

け
古
点
と
し
て
両
様
の
訓
点
を
記
し
た
個
所
が
あ
る
。

山
巻
一

8
の
「
熟
田
津
」
に
古
点
と
し
て
、
ム
マ
タ
ッ
、
ナ
リ
タ
ヅ
の
両
訓
を
挙
げ
る
。

凶
巻
二
、
一
四
一
の
一
真
幸
有
者
」
に
マ
サ
シ
ク
ア
ラ
パ
、
マ
コ
ト
サ
チ
ア
ラ
パ
の
両
訓
を
古
点
と
し
て
挙
げ
る
。

削
巻
四
、
四
八
六
の
「
味
村
騒
」
に
、
古
点
と
し
て
、
「
ア
チ
ム
ラ
コ
マ
ハ
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
一
方
「
古
賭
ニ
モ
、

キ
ト
点
セ
ル
本
ア
リ
」
と
し
て
両
訓
を
挙
げ
る
。

凶
巻
六
、
九
四
三
の
第
二
句
「
辛
荷
乃
島
」
の
訓
に
、
「
古
点
両
様
也
」
と
し
、
カ
ラ
カ
ノ
シ
マ
、
ヵ
ラ
ニ
ノ
シ
マ
の
両
訓
を
掲
げ
る
。

右
の
事
実
は
、
源
順
等
の
天
暦
の
古
点
が
両
様
の
訓
を
附
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
へ
な
い
限
り
、
専
ら
天
暦
の
古
点
を
指
し
た
呼
称

ア
チ
ム
ラ
サ
ワ

ー 131-

と
見
る
こ
と
を
疑
問
な
ら
し
め
る
。

し
か
し
、
『
万
葉
集
註
釈
』
に
云
ふ
「
古
占
じ
が
天
暦
の
古
点
に
限
定
し
た
用
法
で
無
い
こ
と
は
、
更
に
上
田
博
土
の
指
摘
の
如
く
、

同
仙
覚
が
『
万
葉
集
註
釈
』
中
に
古
点
を
挙
げ
る
歌
九
十
二
首
中
に
、
寛
元
本
の
奥
書
に
照
ら
し
合
は
せ
て
仙
覚
自
身
次
点
歌
と
確
認

し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
歌
が
十
六
首
も
混
入
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
い
ふ
事
実
に
徴
す
る
と
、

一
層
明
白
と
な
る
。

北
大
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上
田
博
士
が
十
六
首
と
言
は
れ
る
の
は
、

仙
覚
本
及
び
紀
州
本
(
二
十
巻
中
、
巻
第
十
ま
で
)
に
於
て
寛
元
本
奥
書
に
言
ふ
一
周
に
朱
の
合

点
符
を
有
す
る
。

巻
一
、

円。、円
t
、

1

i

1

ょ

29 

38 

45 

50 

巻
二
、

128 

巻コ一、

260 

460 

巻
四
、

485 

537 

ワムQ
d
 

口

68

0

1

2

 

巻
九
、
乃
、
九
、
布
、
乃

寸
よ

1

i

T

A

1

よ

の
計
十
六
首
で
あ
る
が
、
他
に
も
次
点
歌
か
の
疑
の
か
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
上
田
博
士
が
次
点
歌
と
推
定
せ
ら
れ
た
も
の
に
c

O
巻
三

m
(細
富
山
、
訓
ノ
肩
ニ
朱
ノ
令
軸
ア
リ
〉
、

m
(細
綱
、
訓
ノ
肩
ニ
朱
ノ
合
馳
ア
リ
)
巻
九
市
(
到
、
訓
ノ
肩
ニ
絡
ノ
合
貼
ア
リ
)

ーよ

O
巻
二
竹
山
(
類
、
訓
ハ
別
筆
片
仮
字
-
一
テ
少
シ
訓
ヲ
附
セ
ル
ノ
ミ
デ
、
「
可
考
」
ノ
書
入
ア
リ
。
金
沢
本
訓
ナ
シ
)

巻
五
、
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O
巻
二
試
(
一
冗
、
正
式
訓
ナ
シ
。
細
、
君
主
回
)
、
巻
四
股
(
位
、
訓
ナ
ジ
)

の
五
首
が
あ
る
外

巻
一
回
(
元
、
冷
、
正
式
訓
ナ
シ
。
類
、
訓
ナ
シ
)

ω
(元
、
類
、
冷
、
正
式
訓
ナ
シ
)

守

i

巻
二
日
(
到
、
鋼
、
訓
ナ
シ
。
綱
、
訓
ヲ
朱
書
J

、
卯
(
到
、
訓
ナ
シ
。
鋼
、
別
筆
片
仮
名
二
箇
所
ノ
外
訓
ナ
シ
。
相
、
訓
ヲ
朱
書
)
却
(
到
、
訓
ナ
シ
。



類
、
正
式
訓
ナ
シ
。
細
、
訓
ヲ
朱
書
〉

A
生

ー

ー

巻
十
一
乃
(
嘉
、
訓
ナ
シ
J

q
h
 

等
、
古
写
本
に
訓
も
し
く
は
正
式
訓
を
欠
く
歌
も
、
次
点
歌
で
無
い
か
と
の
疑
を
か
け
得
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
仙
覚
の
『
万
葉
集
註
釈
』
に
言
ふ
古
点
が
、
決
し
て
天
暦
の
古
点
の
み
を
指
す
も
の
で
な
く
、
次
点
を
も
合

ん
で
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
り
、
仙
覚
は
広
狭
同
様
の
意
味
で
古
点
の
称
、
を
用
ゐ
た
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
や
う
に
仙
覚
が
必
ず
し
も
古
点
の
語
義
を
厳
格
に
用
ゐ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
事
は
、
仙
覚
が
古
次
両
点
を
何
処

ま
で
明
確
に
区
別
し
得
た
か
に
も
疑
問
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
上
田
博
士
も
、
こ
の
事
実
に
つ
い
て
、

観
念
的
に
は
時
代
に
よ
る
区
別
は
立
て
得
て
も
一
つ
一
つ
の
作
品
す
べ
て
に
就
い
て
古
次
両
点
を
明
確
に
分
つ
こ
と
は
或
は
仙
覚
と
い

(
注
ニ

へ
ど
も
能
く
し
得
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
。

一133-

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
真
に
そ
の
言
の
通
り
で
あ
ら
う
。

仙
覚
は
主
述
の
如
く
寛
元
本
の
奥
書
に
「
於
ニ
士
口
賠
一
者
、
不
ν
及
ν
付
ν
符
。
於
ニ
順
朝
臣
之
後
人
和
字
一
者
、
合
結
為
ν
符
」
と
記
し
、
そ
の

寛
元
本
に
お
い
て
は
次
点
の
歌
に
は
符
を
附
し
て
こ
れ
を
古
点
歌
と
区
別
し
た
。
し
か
し
、
寛
元
本
は
そ
の
純
粋
な
形
で
は
今
日
に
伝
は
ら

ず
、
害
児
元
本
の
流
に
近
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
写
本
と
し
て
は
わ
づ
か
に
神
宮
文
庫
本
及
び
そ
の
類
本
(
巻
四
・
五
・
六
の
三
巻
を
除
く
細

(注
7
)

井
本
万
葉
集
等
)
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
上
田
博
士
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
仙
覚
寄
一
元
本
の
面
影
を
最
も
よ
く
伝
へ
て
ゐ
る

神
宮
文
庫
本
に
し
て
も
、
そ
の
朱
の
合
点
は
巻
第
三
の
四

(
閣
制
)
、
四
四
一
ニ
(
官
紙
)
の
新
点
歌
に
ま
で
及
ん
で
居
り
、
「
朱
の
合
点

に
関
す
る
限
り
、
神
宮
文
庫
本
(
細
井
本
も
〉
は
、
仙
覚
確
認
如
何
に
関
し
信
頼
出
来
な
い
」
と
言
は
れ
て
居
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仙
覚

文
永
本
系
統
の
諸
本
、
及
び
仙
覚
以
前
本
の
一
伝
本
に
仙
覚
本
を
以
っ
て
校
合
を
加
へ
た
本
と
見
ら
れ
る
紀
州
本
ハ
二
十
巻
中
巻
第
十
ま
で
)

北
大
文
学
部
紀
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に
も
、
訓
(
時
に
は
本
文
)
の
肩
に
朱
の
合
点
の
附
い
た
歌
が
あ
り
、
初
出
の
巻
第
一
、
三
番
の
歌
の
合
点
の
傍
に
朱
で
、

「
後
人
和
合
結
為
レ
符
」
(
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
京
都
大
学
木
、
但
シ
京
都
大
学
本
合
貼
ヲ
脱
ス
)
、
又
、

「
後
人
和
加
鮪
為
レ
符
」
(
紀
州
本
)

と
記
す
本
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諾
本
の
合
点
符
は
、

管
一
元
本
奥
書
に
仙
覚
の
言
ふ
合
点
符
と
相
照
応
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、

肩
に
朱
の
合
点
符
の
あ
る
歌
を
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
上
田
博

士
は
仙
覚
確
認
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
次
点
歌
を
、
総
計
百
九
十
二
首
と
数
へ
ら
れ
た
。

こ
の
や
う
に
仙
覚
は
ほ
ぼ
古
点
歌
と
次
点
歌
と
を
区
別
し
得
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
必
ず
や
何
等
か
の
拠
り
所

(注
8
)

あ
っ
て
の
事
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
が
、
今
日
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
唯
だ
上
述
の
如
く
『
高
葉
集
註
釈
』
に
お

」
れ
ら
仙
覚
本
及
び
紀
州
本
(
二
十
巻
中
、
巻
第
十
ま
で
〉
に
お
い
て
、

け
る
「
古
点
」
の
語
義
が
厳
密
で
無
く
、

か
な
り
漠
然
と
し
て
ゐ
る
点
か
ら
考
へ
る
と
、
仙
覚
と
い
へ
ど
も
、

一
々
の
歌
に
つ
い
て
何
処

ま
で
厳
密
に
古
点
と
次
点
と
を
区
別
し
得
た
か
に
は
疑
問
の
余
地
も
残
る
の
で
あ
る
。

次
に
古
点
の
用
例
と
し
て
は
、
西
本
願
寺
本
の
書
入
、
も
し
く
は
貼
紙
書
入
中
に
見
え
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
そ
れ
を
巻
の
順

に
列
挙
す
る
と
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

ユ
メ
ノ
ア
己
ハ
タ
ル
ジ
カ
リ
ケ
リ

O
巻
四
、
七
四
一
、
夢
之
相
者
苦
有
家
里
-

J

J
・
-
:
「
之
相
」
ノ
左
ニ
「
ニ
ア
フ
古
点
」
ア
リ
。

サ
ス
タ
ケ
ノ
オ
ホ
ミ
ヤ
ヒ
ト
ノ
イ
へ
ト
丸
ム

O
巻
六
、
九
五
五
、
刺
竹
之
大
宮
人
乃
家
跡
住
:
:
:
「
刺
」
ノ
左
ニ
朱
「
ザ
、
古
点
也
」
ア
リ
。

ヤ

ス

ミ

N
V

ク
(
青
)
ワ
カ
オ
ホ
キ
ミ
ノ

×
巻
六
、
九
五
六
、
八
隅
知
之
吾
大
王
乃
:
:
:
・
:
「
知
之
」
ノ
左
エ
貼
紙
別
筆
「
シ
ル
古
点
」
ア
リ
。

ア

サ

リ

ス

ト

イ

γ

Z
ス
ム
タ
ツ
(
背
)
ア
サ
ユ
ケ
ハ

一
一
九
八
、
求
食
為
跡
磯
二
住
鶴
暁
去
者
:
:
:
訓
「
ア
サ
ユ
ケ
こ
ノ
「
サ
」
ヲ
朱
ニ
テ
消
シ
、
ソ
ノ
右
エ
「
少
古
点
」
ア
リ
。

セ
ノ
ヤ
マ
品
毛
ミ
チ
ツ
ネ
シ
タ
ミ
ワ
ヤ
マ
ノ

一
六
七
六
、
勢
能
山
繭
黄
葉
常
敷
神
岳
之
:
:
:
訓
「
ミ
ワ
ヤ
マ
」
モ
ト
脊
。
「
神
岳
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
カ
ミ
ヲ
カ
古
点
」
ア
リ
。

タ
カ
U
Y

マ
ノ
ア
ト
ノ
ミ
ナ
ト
ヲ

一
七
三
四
、
高
島
之
足
利
湖
乎
・
:
j
i
-
-
-
訓
「
ア
ト
ノ
ミ
ナ
ト
」
モ
ト
青
。
「
足
利
湖
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ア
ト
リ
ノ
ウ
ミ
古
点
又
仙
覚
註

O
巻
七
、

×
巻
九
、

×
巻
九
、
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同
」
ア
リ
。

×
巻
九
、

一
七
六
一
、

カ

ミ

イ

品

ヤ

マ

ユ

カ

ミ

イ

品

ヤ

マ

(

イ

品

青

}

三
諸
之
神
辺
山
余
:
:
:
・
:
「
神
辺
山
」
ノ
右
ニ
貼
紙
別
筆
「
カ
ミ
へ
古
点
。

ナ
ヒ

4
J
b
h

カ
ミ
ナ
ヒ
山
ト
ヨ
ム
へ

γ
ト
仙
覚
尺
セ
リ
」
ア

リ。

ヒ
サ
カ
タ
ノ
ア
マ
ノ

γ
ル
シ
ト
ミ
ナ
セ
カ
ハ

×
巻
十
、
二

O
O七
、
久
方
天
印
等
水
無
河
:
:
:
「
水
無
河
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ミ
ナ
シ
古
点
、
又
イ
本
同
、
此
御
本
若
ア
ヤ
マ
ル
ト
ん
」
ア
リ
。

マ

ト

ホ

キ

ザ

ト

品

シ

ア

ν

×
巻
十
、
一
二
五
一
、
山
遠
京
余
之
有
者
j
i
-
-
:
:
訓
「
サ
ト
」
モ
ト
車
円
。
「
京
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ミ
ヤ
コ
古
点
」
ア
リ
。

キ

ツ

ハ

ユ

ニ

ホ

へ

ル

ヨ

ロ

毛

キ

ミ

ユ

マ

タ

サ

ハ

×
巻
十
、
二
三

O
四
、
秋
都
葉
余
k

賓
倣
流
衣
:
:
:
於
君
奉
者
:
:
・
:
:
「
奉
者
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
マ
ツ
ラ
ハ
古
点
」
ア
リ
。

:

ワ

サ

ミ

ノ

、

ミ

ネ

ユ

キ

ス

キ

テ

ぬ
巻
十
、
二
三
四
八
、
和
射
美
能
嶺
往
過
而
・
:
:
:
:
「
和
射
美
能
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ワ
?
ミ
ノ
ヤ
古
点
、
ィ
本
ワ
サ
ミ
ノ
ノ
(
イ
本
以
下
朱
〉
」
ア

キ
ミ
カ
メ
ヲ
ミ
マ
ク
ホ
リ
ジ
テ
コ
ノ
フ
タ
ヨ

×
巻
十
一
、
二
三
八
一
、
公
目
見
欲
是
二
夜
・
:
:
:
:
訓
「
ホ
リ
ジ
テ
」
モ
ト
青
、
「
欲
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ホ
シ
キ
ニ
古
点
」
ア
リ
。

ウ
チ
ヒ
サ
ス
ミ
ヤ
チ
ノ
ヒ
ト
ハ
ミ
チ
ユ
ケ
ト

×
巻
十
一
、
二
三
八
二
、
打
日
刺
宮
道
人
雄
満
行
:
:
:
訓
?
、
チ
ユ
ケ
ト
」
ノ
右
ニ
貼
紙
別
筆
「
オ
ホ
カ
レ
ト
古
点
」
ア
リ
。

ヨ
ヒ
ヲ
タ
テ
シ
品
ス
ル
モ
ノ
=
ア
ラ
マ
セ
ハ

×
巻
十
一
、
二
三
九

O
、
恋
為
死
為
物
有
:
:
:
:
「
為
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ス
ル
ニ
古
点
」
ア
リ
。

タ

ν
γ
2
ノ

ワ

カ

ヤ

ト

キ

ヨ

プ

タ

ラ

チ

ネ

ノ

ハ

ハ

品

イ

ハ

サ

ν

×
巻
十
一
、
二
五
二
七
、
誰
此
乃
吾
屋
戸
来
喚
足
千
根
乃
母
爾
所
噴
:
-
J
J
・
-
「
所
噴
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
イ
サ
ハ
レ
古
点
」
ア
リ
。

イ
毛
ヨ
プ
ト
ワ
カ
ナ
ダ
ナ
ミ
タ
グ
キ
タ
ヘ
ノ
マ
タ
ラ
一
ト
ホ

p
テ

×
巻
十
一
、
二
五
四
九
、
妹
糟
吾
突
拍
仲
敷
妙
木
枕
通
而
:
:
:
訓
「
マ
ク
ラ
ト
ホ
リ
テ
」
ノ
右
エ
貼
紙
別
筆
「
古
点
同
」
ア
リ
。

コ
、
ロ
サ
ヘ
サ
タ
セ
ル
キ
ミ
ユ

×
巻
十
一
、
二
五
七
一
ニ
、
情
左
倍
奉
有
君
爾
j
i
-
-
-
「
奉
有
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
マ
ツ
レ
ル
古
点
」
ア
リ
。

ウ

チ

ナ

ヒ

キ

ハ

ナ

ヲ

ソ

ヒ

ツ

ル

オ

号

ヒ

ゲ

ヲ

ジ

毛

×
巻
十
一
、
二
六
三
七
、
明
鼻
乎
曾
暖
:
:
:
思
来
下
・
:
:
:
:
訓
「
ケ
」
モ
ト
青
。
「
来
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ク
ラ
主
瓜
」
ア
リ
。

ス

ミ

ノ

エ

ノ

少

毛

り

ア

ヒ

キ

ノ

×
巻
十
一
、
二
六
四
六
、
住
吉
乃
津
守
網
引
之
:
:
:
:
「
網
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ノ
ア
マ
古
点
」
ア
リ
。

ヨ
シ

ヵ
=
カ
タ
品
モ
ノ
ハ
オ
母
、
ス
タ
タ
ヒ
ト
ス
チ
-
一

O
巻
十
一
、
二
六
四
八
、
云
云
物
者
不
人
中
Ui---
直
一
道
二
「
道
」
ノ
左
ニ
「
ミ
チ
古
点
」
ア
リ
。
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×
巻
十
一
、

ユ

フ

ッ

タ

ヨ

ア

カ

ツ

キ

ヤ

ミ

ヨ

ノ

弁

レ

ヲ

オ

モ

プ

カ

品

二
六
六
四
、
暮
月
夜
暁
闇
夜
乃
:
:
:
汝
乎
念
金
丹
:
・
「
金
丹
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
カ
子
ニ
古
点
」
ア
リ
。

マ

ツ

カ

カ

さ

キ

ヨ

キ

ツ

キ

ヨ

ノ

ユ

ツ

ロ

ヘ

ハ

「

ウ

ツ

ロ

へ

、

二
六
七

O
、
真
素
鏡
清
月
夜
之
湯
徒
者
:
:
「
湯
徒
者
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
ユ
フ
サ
レ
~
古
点
」
ア
リ
ー

イ

ヌ

カ

ミ

ノ

ト

ヨ

ノ

ヤ

マ

ニ

ナ

ル

イ

ザ

ヤ

カ

ハ

イ

ザ

ト

ヲ

キ

コ

セ

二
七
一

O
、
狗
上
之
鳥
龍
山
余
有
不
知
也
河
不
知
二
五
寸
許
瀬
:
:
:
・
:
訓
「
イ
サ
ト
ヲ
キ
コ
セ
」
ノ
右
ニ
貼
紙
別
筆

ト

ヨ

タ

へ

テ

「
イ
サ
ト
コ
タ

×
巻
十
一
、

×
巻
十
一
、

ヘ
ヨ
古
点
」
ア
リ
。

カ

タ

ヤ

マ

エ

タ

カ

へ

サ

ワ

タ

ル

二
八

O
四
、
高
山
〈
小
高
部
左
渡
:
:
:
訓
「
カ
ク
」
モ
ト
青
。
「
高
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
タ
カ
古
点
」
ア
リ
。

イ
モ

F
イ
内
円
ナ
メ
シ
カ
ジ
ロ
山
V

「

ナ

メ

シ

言

足

二
九
一
五
、
妹
登
日
者
無
礼
恐
:
:
:
:
・
歌
ノ
下
ニ
貼
紙
別
筆
ナ
メ
レ
古
点
」
ア
リ
。

ア
ラ
ツ
ウ
ミ
ワ

ν
ヌ
ザ
マ
ア

P
イ
ハ
ヒ
テ
ム

一
一
一
一
一
一
七
、
荒
津
海
吾
幣
奉
将
斎
:
:
:
「
荒
津
海
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
ア
ラ
ツ
ノ
ウ
ミ
古
点
可
為
名
所
広
」
ア
リ
。

フ

タ

ナ

ミ

品

コ

ヒ

ヲ

ジ

ス

ν
ハ

=
一
二
七
一
ニ
、
二
無
恋
乎
思
為
者
・
:
:
:
:
「
二
無
」
ノ
左
ニ
貼
紙
別
筆
「
フ
タ
ツ
ナ
キ
古
点
」
ア
リ
。

ハ
ハ
チ
、
毛
ツ
マ

t

t

=

ト
母
宅
タ
カ
夕
、
刃
品
ヨ
ム
ト
マ
チ
ケ
ム
ヒ
ト
ノ
カ
ナ
シ
サ

O
巻
十
一
二
、
三
ご
一
四

O
、
母
父
裳
妻
裳
子
等
裳
高
k

丹
来
跡
待
人
乃
悲
:
:
:
訓
「
ケ
ム
」
ノ
右
ニ
「
ラ
ム
古
点
」
ア
リ
。
「
ケ
」
ハ
モ
ト
青
。

(
×
印
は
貼
紙
の
書
入
で
あ
る
こ
と
を
示
す
〉

×
巻
十
一
、

×
巻
十
二
、

×
巻
十
二
、

×
巻
十
三
、

右
の
「
古
点
」
の
校
合
書
入
の
施
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
無
い
が
、
貼
紙
の
別
筆
書
入
中
に
は
、
仙
覚
の
註
釈
の
み
な
ら
ず
、
室
町

却
の
寓
葉
集
辞
書
『
蔦
葉
集
目
安
』
(
撰
者
・
成
立
年
代
未
詳
)
を
引
用
し
た
個
所
(
巻
入
、
一
五
二

O
、
巻
九
、
一
七
六
六
、
同
、
一
八

O
九
、
巻

十
二
、
コ
三
七
八
)
が
あ
っ
て
、
砂
く
と
も
室
町
期
に
降
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
疑
ふ
余
地
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
「
古
点
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云
々
」
の
記
載
は
い
か
な
る
資
料
に
基
づ
い
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
仙
覚
の
『
寓
葉
集
註
釈
』
の
記
述
か
ら
出
た
も
の
で

な
い
事
は
、
仙
覚
抄
に
古
点
と
し
て
挙
げ
る
所
と
一
致
す
る
も
の
が
、
右
の
西
本
願
寺
本
書
入
二
十
八
例
中
、
わ
づ
か
に
巻
九
、

一
七
六

一
の
一
所
の
み
で
あ
り
、

し
か
も
仙
覚
抄
に
は
「
神
漫
」
の
古
点
「
カ
ミ
ノ
へ
」
と
し
、
西
本
願
寺
本
の
貼
紙
書
入
に
は
「
カ
ミ
へ
古
点
」

と
あ
っ
て
相
違
す
る
と
い
ふ
事
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
然
ら
ば
西
本
願
寺
本
の
校
合
書
入
者
が
、
「
古
点
」
と
し
て
書
入
れ
た
訓
点
は

い
か
な
る
資
料
か
ら
出
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
、

ま
た
、
西
本
願
寺
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
れ
ら
の
「
古
点
」
の
記
載
は
、
断
片



的
な
が
ら
天
暦
の
古
点
の
面
影
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用
し
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
言
ふ
事
を
次
に
，
考
へ
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
づ
、
西
本
願
寺
本
は
そ
の
巻
第
十
二
を
除
く
十
九
巻
は
仙
覚
文
永
本
の
伝
本
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
巻
第
十
二

も
、
朱
、
墨
、
青
等
の
数
種
の
筆
で
為
さ
れ
て
ゐ
る
書
入
は
、
お
ほ
む
ね
仙
覚
の
本
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
右

の
「
古
点
云
々
」
の
校
合
書
入
の
中
に
も
仙
覚
本
に
お
い
て
仙
覚
自
身
が
備
忘
の
た
め
に
施
し
た
書
入
を
伝
へ
る
も
の
が
あ
る
事
も
考
へ

ら
れ
る
。
即
ち
、
西
本
願
寺
本
の
校
合
書
入
中
に
は
、
左
の
如
く
六
条
家
本
そ
の
他
の
木
文
及
び
訓
の
書
入
が
見
え
る
が
、
六
条
家
本
と

言
ふ
の
は
仙
覚
が
文
、
氷
の
万
葉
集
校
勘
に
使
用
し
、
殊
に
珍
重
し
た
伝
本
で
あ
っ
て
、
仙
覚
抄
に
も
し
ば
し
ば
引
用
し
て
ゐ
る
が
、
西
，
本

願
寺
本
に
は
仙
覚
抄
に
見
え
な
い
六
条
家
本
の
校
異
が
砂
か
ら
ず
見
え
、
こ
れ
が
仙
覚
文
永
木
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
「
古
点
」
と
し
て
掲
出
す
る
訓
の
校
異
書
入
中
に
も
仙
覚
文
永
本
に
基
づ
く
も
の
の
あ
る
事
は
考
へ

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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今
、
西
本
願
寺
本
に
見
え
る
六
条
家
本
の
校
異
書
入
を
巻
の
順
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

ノ

O
巻
一
、
六
七
o
艇

に

言

尚

一

貯

鳴

O
毛

鳴

O
毛
/
左
-
一
「
五
本
」
ア
リ
。

O
巻
三
、
三
七
九
o

幻
九
円
と
わ
区
制
:
:
:
:
町
一
町
一
か
町
お
む
町
A
h
i
-
-
:
:
訓
「
サ
カ
キ
ノ
エ
タ
ニ
」
ハ
右
-
一
「
ヵ
一
一
段
吋
御
サ
ア
リ
。

ナ
カ
ナ
カ
=
を
タ
毛
ア
ラ
マ
ジ
ヲ

。
巻
四
、
六
二
一
。
中
々
者
鞘
毛
有
益
呼
:
:
:
・
:
「
者
」
ノ
左
ニ
「
余
六
条
本
」
ア
リ
。

タ

ア

ノ

マ

ヲ

ヨ

ム

ヒ

ト

ノ

タ

品

O
巻
五
、
八

O
八
。
多
都
乃
麻
乎
:
・
:
:
:
許
牟
比
等
乃
多
仁
「
仁
」
ノ
左
ニ
「
メ
イ
六
条
ー
志
向
」
ア
リ
。

O
巻
六
、
九
四
四
o

島
隠
:
:
:
:
具
蛇
配
む
時
:
:
・
:
:
「
合
」
ノ
右
ニ
」
一
一
段
」
ア
リ
。

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

O
巻
七
、

シ

ラ

ス

ゲ

ノ

オ

モ

ハ

亥

キ

ミ

カ

白
菅
之
j
i
-
-
-
不
念
君
之
:
:
:
「
君
」
ノ
左
一
一
「
吾
六
|
本
」
、
又
、
訓
「
キ
ミ
」
ノ
右
ニ
「
ワ
レ
六
本
」
ア
リ
0

7
マ
グ
毛
ヨ
ヂ
カ
タ
ヒ
カ
り
テ

一
三
六
九
、
天
雲
芯
光
市
:
:
:
:
「
光
」
ノ
左
-
一
「
走
珂
l
l
H
M

同
」
、
訓
「
ヒ
カ
リ
テ
」
ノ
右
一
一
「
ハ
ジ
リ
テ
」
ア
リ
。

ナ
ケ
コ

γ
ツ
ヘ
キ

Z

フ

テ

一
五
二
二
、
多
夫
手
二
毛
投
越
都
倍
伎
:
・
:
:
朱
頭
書
「
タ
夫
手
…
諒
多
夫
手
六
条
本
二
条
院
御
本
流
也
殊
勝
也
」
プ
リ
。

サ

ヲ

γ

カ

ノ

ワ

サ

タ

ハ

カ

ラ

ス

シ

モ

ハ

フ

ル

ト

モ

'

、

二
二
二

O
、
左
小
牡
鹿
之
・
:
:
:
:
早
田
者
不
ν
苅
霜
者
雌
零
「
不
苅
」
ノ
左
ニ
「
カ
ラ
シ
一
川
抑
制
一
同
」
ア
リ
。

「
雄
零
」
ノ
左
ニ
「
ヲ
ク
ト
モ
州
は
い
山
一
剛
」
ア
リ
」

O
巻
十
五
、
一
ニ
六
八
一
題
詞
、
肥
前
国
松
浦
郡
狛
仙
ノ
亭
ノ
船
泊
之
夜
:
:
:
:
・
朱
頭
書
イ
訴
か
一
」
純
一
山
御
-
本
也
」
ア
リ
。

ア
ジ
ヒ
キ
ノ
ヤ
マ
カ
ア
ラ
ノ

O
巻
十
六
、
一
二
七
九

O
、
足
曳
之
王
繰
之
児
:
・
:
:
:
「
玉
」
ノ
左
目
一
「
A
Y

マ
六
条
本
」
ア
リ
。

ア

ヲ

晶

君

ν
ナ

ラ

ノ

ミ

ヤ

コ

ハ

ナ

カ

ス

ア

ラ

ナ

ク

ユ

。
巻
十
七
、
三
九
一
九
、
宣
同
丹
余
之
奈
良
能
美
夜
古
波
・
:
:
:
:
不
鳴
安
良
久
余
訓
「
ナ
カ
ス
」
ノ
下
ニ
「
六
本
」
、
「
不
鳴
安
良
久
公
」
ノ
左
ニ
「
ナ

カ
サ
ラ
ナ
ク
ニ
他
本
」
ア
リ
。

一
三
五
四
、

O
巻
七
、

O
巻
八
、

O
巻
十
、

仙
覚
が
万
葉
集
校
勘
に
使
用
し
た
本
と
し
て
は
、

そ
の
外
、
法
性
寺
殿
(
藤
原
忠
通
)
自
筆
本
の
名
も
、
巻
第
一
、
六
七
の
歌
の
頭
書
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(
朱
筆
)
に
、

伎
乃
多
本
無
之
。
但
法
性
寺
殿
御
自
筆
本
有
之
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
校
合
書
入
が
仙
覚
の
校
訂
木
か
ら
出
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
ふ
余
地
が
あ
る
ま
い
。
し
て
み
れ
ば
、
上
述
の
「
古
点
」

の
校
合
書
入
中
に
も
仙
覚
の
校
訂
本
か
ら
出
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
「
六
条
本
」
そ
の
他
、
仙
覚
の
校
勘

に
用
ゐ
た
本
の
名
が
現
れ
る
の
は
、
本
文
の
傍
や
頭
に
書
入
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
(
そ
の
文
字
も
本
文
よ
り
は
や
L

後
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
筆

な
が
ら
、
か
な
り
古
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
)
、
室
町
期
の
筆
と
見
ら
れ
る
貼
紙
の
書
入
の
中
に
は
全
く
現
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
貼
紙
以

外
の
校
異
に
現
れ
る
「
古
点
云
々
L

の
記
載
は
仙
覚
の
校
訂
本
に
由
来
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
貼
紙
中
の
そ
れ
は
こ
れ
と



区
別
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仙
覚
本
に
由
来
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
、
も
し
も
v

貼
紙
以
外
の
校
合
警
入
者
に
よ
る
「
古
点
云
々
」
の
記
載
が
仙
覚
の
校
訂
し
た
本
か
ら
出
て
ゐ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
仙
覚
が
「
古
点
」
と
認
め
た
訓
と
見
て
よ
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
如
く
、
仙
覚
が
そ
の
『
蔦
葉
集

註
釈
』
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
古
点
」
を
厳
密
な
意
味
で
用
ゐ
て
居
ら
ず
、
次
点
を
も
含
め
た
用
ゐ
方
を
し
て
ゐ
る
事
か
ら
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
「
古
点
云
々
」
も
仙
覚
が
次
点
と
区
別
し
た
「
天
暦
時
の
古
点
」
と
い
う
意
味
で
注
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
疑
問
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
天
暦
の
古
点
の
断
片
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
貼
紙
書
入
を

除
く
本
文
と
同
筆
の
「
古
点
云
々
」
の
書
入
の
現
れ
る
歌
は
、
少
数
に
と
ど
ま
る
の
で
例
証
と
は
な
ら
な
い
が
、
仙
覚
本
及
び
紀
州
本
に

お
い
て
肩
に
朱
の
合
点
符
を
有
す
る
歌
、
即
ち
仙
覚
が
次
点
歌
と
確
認
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
歌
を
含
ん
で
ゐ
な
い
の
に
対
し
て
、
貼
紙

上
に
挙
げ
た
巻
九
、
(
「
神
辺
」
を
古
賭
カ
ミ
へ
と
す
る
〉
は
、
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
大

書
入
に
お
い
て
は
、

一
七
六
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木
共
に
、
訓
の
肩
に
朱
の
合
点
を
有
す
る
歌
で
、
明
ら
か
に
次
点
歌
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
如

く
仙
覚
抄
に
古
点
と
し
て
掲
げ
る
訓
点
中
に
も
、
仙
覚
が
次
点
歌
と
認
め
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
を
含
ん
で
居
る
事
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
事
は
必
ず
し
も
貼
紙
書
入
に
お
け
る
古
点
の
記
載
が
仙
覚
本
に
由
来
す
る
事
を
否
定
す
る
例
証
と
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
貼
紙
章
一
回

λ
は
、
西
本
願
寺
本
の
書
写
さ
れ
た
時
代
よ
り
も
ず
っ
と
後
に
施
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
貼
紙
書
入
に
現
れ
る
「
古
点
云
々
」

の
校
異
は
仙
覚
本
以
外
の
材
料
に
由
来
す
る
も
の
と
認
め
る
の
が
至
当
で
あ
り
、
仙
覚
本
に
由
来
す
る
と
考
へ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

然
ら
ば
室
町
期
に
貼
紙
書
入
を
行
っ
た
何
ひ
と
か
は
、

い
か
な
る
資
料
に
よ
っ
て
「
古
点
一
五
々
」
の
校
合
書
入
を
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

「
寓
葉
集
諸
本
系
統
の
研
究
」
(
『
校
本
万
葉
集
』
首
巻
)
に
云
ふ
如
く
、
こ
の
貼
紙
に
よ
る
校
異
は
、
「
仙
覚
本
以
外
の
古
本
に
よ
っ
て
為
さ

れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
か
ら
言
っ
て
も
「
古
点
云
々
」
が
仙
覚
本
に
由
来
す
る
も
の
と
は
考
へ
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難
い
の
で
あ
る
。
そ
の
事
を
裏
書
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
貼
紙
の
校
異
の
中
に
は
上
掲
の
つ
古
点
云
々
」
の
校
異
の
他
に
、
古
本

或
い
は
イ
本
と
し
て
本
文
(
漢
字
)
、
又
は
訓
の
校
異
を
記
し
た
も
の
が
砂
か
ら
ず
あ
る
外
、
「
ブ
フ
古
本
」
(
巻
四
、
五
O
九
、
「
医
女
」
ノ
右
)

「
ノ
ケ
ス
古
」
(
岡
、
「
不
離
」
ノ
右
)
の
如
く
、
訓
の
校
異
を
挙
げ
た
下
に
単
に
「
古
」
と
記
す
例
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
こ
の

「
古
」
は
「
古
点
」
の
略
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
又
「
古
本
」
の
略
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
へ
る
と
、
貼
紙
に
「
古
点

云
々
」
の
校
異
を
書
入
れ
た
人
は
、
仙
覚
本
以
外
の
古
本
の
訓
を
校
合
し
て
、
「
古
点
」
「
古
」
或
い
は
「
古
本
L

と
し
て
校
異
を
掲
げ
た
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
古
点
は
、
「
天
暦
期
の
古
点
」
と
い
ふ
厳
密
な
意
識
を
以
て
書
き
入
れ
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ず
、

古
本
に
見
え
る
古
い
訓
と
い
ふ
程
の
漠
然
と
し
た
意
味
で
之
を
書
入
れ
た
に
過
、
ぎ
ま
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
西
本

願
寺
本
に
於
け
る
貼
紙
に
現
れ
る
「
古
点
」
も
し
く
は
「
古
」
の
訓
点
は
直
接
「
天
暦
の
古
点
」
を
考
察
す
る
資
料
と
は
な
り
得
な
い
も

の
で
あ
り
、
古
点
・
次
点
を
併
せ
合
む
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
仙
覚
自
身
が
仙
覚
本
に
お
い
て
は
次
点
歌
を
古
点
の
歌
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と
区
別
し
な
が
ら
、
仙
覚
抄
に
お
い
て
は
古
次
両
点
を
含
め
て
古
点
と
呼
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
し
、
次
点
歌
に
朱
の
合
点
符
を
つ
け
た
仙

覚
も
、
寛
元
本
に
お
い
て
は
古
次
両
点
異
説
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
併
記
す
る
と
い
ふ
態
度
を
採
り
、
ま
た
文
永
本
で
は
、
古
次
両
点
の
詞

勾
か
ら
そ
の
秀
逸
を
選
び
更
に
自
己
の
考
へ
に
よ
っ
て
修
正
も
行
っ
て
古
点
を
次
点
と
区
別
し
て
保
存
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
仙
覚
以
後
に
お
い
て
古
点
と
次
点
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
全
く
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
仙

覚
以
後
に
古
点
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
ゐ
る
訓
点
の
中
に
、
次
点
と
区
別
さ
れ
る
、
狭
義
の
「
古
点
」
を
求
め
得
べ
く
も
な
い
の
は
ま
こ
と

に
当
然
の
事
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
区
別
せ
ら
れ
る

し
か
し
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
古
点
は
、
固
よ
り
古
次
両
点
を
含
め
た
広
義
の
古
点
で
は
な
く
、
次
点
(
順
朝
臣
之
後
人
和
字
〉

「
天
暦
期
の
古
点
」
の
意
味
に
限
定
ぜ
ら
れ
た
狭
義
の
そ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か



し
、
仙
覚
抄
や
西
本
願
寺
本
の
室
田
入
に
「
古
点
」
と
し
て
挙
げ
る
訓
点
が
古
次
両
点
を
含
む
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で

の
古
点
の
実
態
を
考
察
す
る
た
め
の
直
接
的
な
資
料
で
は
在
り
得
な
い
事
が
上
述
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
は
、

義
の
古
点
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
は
、
自
ら
別
途
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

」
の
狭

同
古
点
の
制
定
事
情
と
後
撰
集
と
の
関
係

上
述
の
如
く
、
天
暦
五
年
の
宣
旨
に
よ
る
撰
和
歌
所
設
置
の
主
目
的
は
勅
撰
集
即
ち
後
撰
集
を
撰
ぶ
事
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
と
併
せ
て
既
に
読
み
解
き
難
く
な
っ
て
ゐ
た
寓
葉
集
を
「
訓
み
解
き
撰
ぶ
」
と
い
う
今
一
つ
の
大
き
な
事
業
を
担
ふ
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
然
ら
ば
次
に
来
る
問
題
は
、
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
関
連
し
た
事
業
で
あ
っ
か
、
そ
れ
と
も
互
に
独
立
し
た
事

業
と
し
て
併
行
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

.
こ
の
両
者
の
関
係
を
ど
の
や
う
に
捉
へ
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
撰
集
に
採
ら
れ
て
ゐ
る
寓
葉
集
の
歌
の
性
格
と
関
連
し
て
両
説
が
対
立

一141-

的
に
主
張
さ
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
発
行
の
『
高
葉
』
第
十
一
号
に
奥
村
恒
哉
氏
の
「
古
黙
の
成
立
と
後
撰
集
の
寓
葉
歌
」
と
い
ふ
論
文
が

発
表
さ
れ
、
古
来
論
じ
ら
れ
て
来
た
こ
の
間
題
に
ほ
と
ん
ど
決
定
的
な
断
案
が
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
論
文
に
附
加
す

べ
き
点
は
砂
い
が
、
こ
の
論
文
の
後
に
も
こ
の
間
題
を
論
じ
た
論
文
が
二
、
一
ニ
発
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
取
り
纏

め
て
考
察
し
、
こ
の
問
題
に
締
め
括
り
を
つ
け
て
置
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
ふ
。

後
撰
集
の
寓
葉
歌
に
つ
い
て
は
、

は
や
く
『
八
雲
御
抄
』
に
、

後
撰

不
ν
入
ニ
寓
葉
古
今
歌
↓

但
誤
共
入
。

と
あ
り
、
誤
入
と
し
た
が
、
降
っ
て
賀
茂
真
淵
も
『
三
代
集
説
』
に
お
い
て
、

北
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高
葉
の
寄
を
語
を
も
事
を
も
事
を
も
よ
み
人
を
も
あ
や
ま
り
て
入
し
豆
町
お
ほ
し
。

と
述
べ
て
誤
入
と
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
後
撰
集
未
定
稿
説
の
一
論
拠
と
し
た
。

し
か
る
に
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
寓
葉
集
に
古
点
を
施
し
た
結
果
と
し
て
、
意
識
的
に
後
撰
集
に
寓
葉
集
の
歌
を
採
録
し
た
も
の

で
あ
ら
う
と
す
る
説
が
現
れ
、
砂
か
ら
ぬ
学
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
先
駆
は
児
山
敬
一
氏
の
『
新
講
和
歌
史
』
(
昭
和
六
年
刊
)
で
、

高
葉
の
歌
の
そ
の
ま
ま
又
は
少
し
く
語
句
の
異
同
が
あ
っ
て
再
び
採
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
相
当
あ
る
が
、

」
れ
は
万
葉
の
歌
と
知
っ
て

ゐ
て
、
そ
の
つ
も
り
で
採
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

と
し
た
が
、
必
ず
し
も
古
点
の
結
果
で
あ
る
と
は
言
っ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、

(注
9
)

山
山
芹
徳
平
博
士
に
至
る
と
、

「
(
寓
葉
集
の
歌
を
)
読
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弘
解
き
、

且
つ
選
ぶ
の
は
後
撰
集
の
勅
撰
に
連
関
し
て
選
出
す
る
事
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
、
古
点
の
作
業
を
後
撰
集
の
撰
定
と

の
関
連
に
お
い
て
考
へ
、

後
撰
集
は
、
源
順
等
梨
査
の
五
歌
仙
の
撰
で
あ
る
。
寓
葉
集
に
古
点
を
つ
け
た
人
々
が
、
直
接
に
寓
葉
集
の
和
歌
を
選
ん
で
載
せ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
古
点
の
面
白
を
知
る
に
は
最
も
的
確
な
資
料
と
言
ふ
事
が
出
来
よ
う
。

と
述
べ
て
、
後
撰
集
の
寓
葉
歌
を
古
点
の
結
果
と
す
る
見
解
を
明
確
に
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
山
田
孝
雄
博
士
も
、
山
岸
博
士
と
同
様
、

そ
の
撰
者
が
寓
葉
集
点
和
の
担
任
者
で
あ
る
か
ら
意
識
し
て
と
っ
た
と
見
る
べ
く
、

」
れ
ら
は
古
点
そ
の
者
を
見
る
為
に
は
確
か
な
資

料
と
い
ふ
べ
き
も
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
数
が
無
い
の
で
あ
る
。

A

注
四
)

と
述
べ
ら
れ
た
。
以
上
が
後
撰
集
の
万
葉
歌
を
古
点
が
行
は
れ
た
結
果
と
解
す
る
説
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
撰
集
に
採
ら
れ
た
寓
葉
歌
の
作
者
や
本
文
と
比
較
し
て
、
こ
れ
を
古
点
の
結
果
と
見
る
事
に
疑
問
を
挿
ん
だ
最
初



の
人
は
、
管
見
で
は
久
松
潜
一
博
士
で
あ
っ
て

『
寓
葉
集
研
究
史
』
(
昭
和
二
十
一
二
年
刊
)
に
お
い
て
、

一
方
で
は
、

や
ま
と
歌
え
ら
ぶ
所
を
と
あ
る
の
は
、
後
撰
集
の
撰
定
の
事
を
さ
す
と
も
思
は
れ
て
、
そ
の
た
め
に
古
歌
を
集
め
、
寓
葉
集
も
そ
の
一

の
資
材
と
し
て
そ
の
研
究
に
進
ん
だ
と
も
見
ら
れ
る
。
も
し
さ
う
だ
と
す
る
と
後
撰
集
に
と
ら
れ
た
寓
葉
集
の
歌
は
古
点
の
結
果
に
よ

っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。

と
い
ふ
仮
説
を
述
べ
ら
れ
な
が
ら
も
、

田
中
道
麿
が
『
撰
集
寓
葉
徴
』
及
び
そ
の
増
補
貼
紙
で
挙
げ
た
後
撰
集
の
寓
葉
歌
二
十
一
首
を
調

査
し
て
、
「
作
者
か
ら
見
て
も
本
文
の
異
同
を
見
て
も
忠
実
に
寓
葉
集
を
研
究
し
た
結
果
に
も
と
づ
い
た
と
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の
事
実
に
照
ら
し
て
、

後
撰
集
に
於
け
る
寓
葉
歌
の
扱
方
と
梨
壷
の
五
人
の
寓
葉
古
点
研
究
と
は
関
係
な
く
行
は
れ
た
か
も
し
く
は
後
撰
集
の
撰
定
の
後
に
寓

人
に
よ
る
寓
葉
古
点
の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
精
密
な
作
業
で
は
な
く
、
普
通
の
読
解
を
行
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
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葉
古
点
の
研
究
に
入
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
寓
葉
古
点
の
結
果
に
よ
っ
て
後
撰
集
の
寓
葉
歌
が
え
ら
ば
れ
た
と
す
れ
ば
、
梨
査
の
五

と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
ほ
結
論
に
慎
重
を
期
し
、
両
説
を
存
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
『
日
本
文
学
研
究
史
』
(
昭
和
三
十
二
年
刊
)

所
収
の
「
寓
葉
研
究
史
の
成
立
l
古
点
を
中
心
と
し
て
し
と
い
ふ
論
文
に
お
い
て
は
、

か
つ
て
寓
葉
研
究
史
で
は
古
点
以
前
の
訓
か
と
し
た
が
、
現
在
で
は
古
点
の
歌
と
し
て
も
見
ら
れ
る
か
と
思
ふ
。
そ
れ
に
は
古
点
を
附

ゆし
た
の
が
同
じ
梨
査
の
五
人
に
よ
る
後
撰
集
の
撰
定
よ
り
前
で
あ
っ
た
か
、
後
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
疑
点
が
生
ず
る
が
、
た
と
へ
古
点

を
な
し
た
以
前
に
後
撰
集
が
え
ら
ば
れ
た
に
し
て
も
、
古
点
を
附
け
た
結
果
に
よ
っ
て
改
訓
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

と
述
べ
、

後
撰
集
の
蔦
葉
歌
を
古
点
の
歌
と
す
る
時
、
拾
遺
集
や
古
今
六
帖
の
寓
葉
歌
が
古
点
の
歌
と
考
へ
ら
れ
る
だ
け
に
問
題
を
残
す
の
で
あ

北
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葉
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る
が
、
古
点
以
前
の
歌
と
も
断
じ
難
い
。
砂
く
と
も
古
点
の
影
響
は
う
け
て
J

居
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

と
言
は
れ
、
む
し
ろ
一
歩
退
い
て
古
点
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
と
す
る
見
解
に
傾
か
れ
た
。
し
か
し
、
久
松
博
士
の
『
蔦
葉
研
究
史
』
の

所
説
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
方
向
を
も
っ
と
も
は
や
く
示
唆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
後
撰
集
の
い
は
ゆ
る
高
葉
歌
を
古
点
の
結
果
と
す
る
考
を
否
定
す
る
説
の
展
開
を
見
る
と
、
武
田
祐
吉
博
士
は
、
昭
和
二
十
七

も

〔

注

口

)

年
六
月
発
表
の
論
文
に
お
い
て
、

古
今
和
歌
集
、
後
撰
和
歌
集
に
も
、

も
の
と
は
云
ひ
難
い
。

そ
れ
ぞ
れ
数
首
の
、
高
葉
集
に
あ
る
歌
を
載
せ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
寓
葉
集
か
ら
直
接
得
た

と
断
じ
ら
れ
た
が
、
何
ら
そ
の
論
拠
を
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

然
る
に
同
年
九
月
、
中
村
久
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
真
正
面
に
据
ゑ
て
種
々
の
点
か
ら
詳
細
な
検
討
を
加
へ
、
後
述
す
る
如
き
多

く
の
論
拠
を
挙
げ
て
、
「
寓
葉
集
か
ら
直
接
採
録
さ
れ
た
所
謂
古
点
の
歌
で
は
な
い
」
と
結
論
し
、
「
寓
葉
と
は
別
の
間
接
的
資
料
に
よ
り

{注
U
〉

後
撰
集
に
採
録
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
推
定
し
た
『
後
撰
集
の
寓
葉
歌
』
と
題
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
こ
の
論
文

{
注
目
)

よ
り
も
砂
し
発
表
が
遅
れ
た
が
、
上
田
英
夫
博
士
も
、
「
古
鮪
・
次
黙
の
歌
と
そ
の
鮪
者
」
に
お
い
て
、

刊
現
存
の
後
撰
集
に
見
え
る
高
葉
歌
か
ら
は
、
源
順
等
の
、
あ
の
石
山
寺
縁
起
等
に
よ
っ
て
伝
へ
ら
れ
る
や
う
な
訓
読
上
の
苦
心
は
窺
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は
れ
な
い
。

同
赤
人
や
家
将
の
歌
の
如
き
も
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
有
様
で
、
寧
ろ
古
く
か
ら
の
伝
諦
に
よ
る
寓
葉
歌
を
採
り
あ

げ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
与
へ
る
。

と
い
ふ
二
点
を
挙
げ
て
、
古
点
と
は
別
の
伝
諦
・
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
ほ
ぼ
同
様
の
推
定
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
更
に
昭



和
三
十
一
年
刊
行
の
『
蔦
葉
集
訓
点
の
史
的
研
究
』
に
お
い
て
は
、

源
順
等
が
後
撰
集
に
寓
葉
集
の
歌
を
採
り
入
れ
た
こ
と
は
、
時
を
等
し
く
じ
て
行
は
れ
た
寓
葉
集
の
加
点
事
業
と
は
或
は
別
個
の
意
図

に
出
づ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
い
ふ
な
ら
ば
歌
は
寓
葉
集
そ
の
も
の
か
ら
直
接
採
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
古
く
か
ら
の
伝
諦

に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
を
疑
は
せ
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
後
撰
集
の
寓
葉
歌
が
古
点
と
は
無
関
係
で
主
と
し
て
古
く
か
ら
の
伝
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
す
る
見
解
を
一
層
明
確

に
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
中
村
久
氏
の
論
文
に
一
々
検
討
を
加
へ
、
こ
の
問
題
に
断
案
を
下
し
た
と
も
見
ら
れ
る
も
の
は
、
上
述
の
如

く
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
発
表
せ
ら
れ
た
奥
村
恒
哉
氏
の
「
古
鞘
の
成
立
と
後
撰
集
の
寓
葉
歌
」
と
い
ふ
論
文
で
あ
り
、
そ
の
後
に
も

(注
U

H

}

(

注
目
)

杉
谷
寿
郎
氏
や
平
井
卓
郎
博
士
の
詳
細
な
論
文
が
発
表
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
中
村
氏
の
挙
げ
る
論
拠
に
一
々
検
討
を
加
へ
た
上
で
、

更
に
後
撰
集
の
高
葉
歌
と
高
葉
原
歌
と
の
比
較
に
よ
る
内
証
を
加
へ
、
後
撰
集
の
高
葉
歌
が
古
点
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
氏

の
論
は
、
既
に
動
か
し
難
い
断
案
に
達
し
た
論
文
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
ふ
。
そ
こ
で
先
づ
こ
の
中
村
・
奥
村
両
氏
の
論
文
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
論
拠
か
ら
見
て
行
き
た
い
。
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奥
村
氏
が
要
約
せ
ら
れ
た
や
う
に
、
中
村
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
論
拠
は
次
の
四
項
か
ら
成
る
。

そ
の
第
一
は
、
後
撰
集
は
古
今
集
を
規
範
と
し
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
「
寓
葉
集
に
入
ら
ぬ
古
き
歌
」
を
奉
ら
し
め
給
う
た
古
今
集
の
態

度
は
常
然
後
撰
集
の
先
例
に
な
っ
た
で
あ
ら
う

と
い
ふ
事

第
こ
は
、
後
撰
集
の
高
葉
歌
を
古
点
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
「
寓
葉
集
五
千
に
近
い
作
品
中
、
彼
等
が
よ
み
解
き

選
び
得
た
作
品
は
わ
ず
か
二
十
三
首
と
言
う
事
に
な
る
。
中
三
首
は
作
者
明
ら
か
で
市
も
皆
平
安
時
代
の
歌
人
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
か

北
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葉
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ら
、
、
減
じ
て
二
十
首
と
な
る
。
宣
旨
を
蒙
っ
て
五
人
も
集
い
、
梨
壷
で
よ
み
と
き
選
ん
だ
程
の
成
果
が
縮
か
二
十
首
で
あ
っ
た
と
は
ど
う

し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
ふ
点
、

第
三
は
、
右
と
同
じ
く
古
点
の
結
果
だ
と
い
ふ
仮
定
を
設
け
る
と
「
二
十
首
の
寓
葉
歌
も
寓
葉
集
中
に
於
い
て
は
そ
の
五
首
が
作
者
明

ら
か
な
作
品
で
あ
る
が
、
後
撰
集
で
は
皆
読
人
知
ら
ず
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
」
が
よ
り
大
な
る
矛
盾
と
な
る
と
い
ふ
点
、

更
に
第
四
の
論
拠
と
し
て
は
、
後
撰
集
の
寓
葉
歌
二
十
三
首
を
寓
葉
集
巻
々
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
寓
葉
集
の
巻
十
か
ら
十
四
首
、

巻
八
か
ら
五
首
、
巻
十
こ
か
ら
二
首
、
巻
四
・
巻
十
七
か
ら
一
首
づ
っ
と
な
り
、
巻
十
・
八
・
十
二
等
の
巻
々
の
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
が

こ
れ
ら
は
「
平
安
上
半
期
文
献
に
共
通
す
る
事
実
で
あ
り
、
決
し
て
後
撰
集
の
み
に
現
れ
た
特
殊
的
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

古
点
の
結
果
で
は
な
く
し
て
、
寓
葉
の
こ
れ
ら
の
巻
々
が
己
に
最
も
世
に
愛
好
流
布
さ
れ
て
い
た
結
果
と
思
わ
れ
、
斯
か
る
一
般
的
現
象

以
上
の
四
点
で
あ
る
。
こ
の
四
項
の
論
拠
に
奥
村
氏
は
一
々
検
討
を
加
へ
て
居
ら
れ
る
の
で
、
先
づ
そ
れ
か
ら
見
て
行
く
事
と
す
る
。

第
一
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
奥
村
氏
は
「
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
考
へ
る
」
と
賛
意
を
表
す
る
と
共
に
、
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を
無
視
し
て
、
後
撰
集
の
み
に
特
殊
的
解
釈
を
附
与
す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
」
と
い
ふ
点
、

当
時
寓
葉
集
は
勅
撰
集
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
(
「
御
筆
宣
旨
奉
行
文
」
、
古
今
集
序
、
後
拾
遺
集
序
な
ど
〉

既
に
寓
葉
集
に
出
た
歌
を

も
う
一
度
勅
撰
集
で
あ
る
後
撰
集
に
載
せ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
「
蔦
葉
集
に
入
れ
る
歌
は
こ
れ
を
除
か
ず
」
と

序
に
断
っ
て
蔦
葉
集
の
歌
を
採
録
す
る
先
例
を
ひ
ら
い
た
新
古
今
集
以
後
は
問
題
が
別
だ
と
す
る
)
。

と
述
べ
、
こ
の
論
は
更
に
強
化
さ
れ
る
と
し
て
居
ら
れ
る
が
、
論
そ
れ
自
体
と
し
て
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
論
拠
に
つ
い
て
も
、
奥
村
氏
は
「
そ
の
通
り
で
あ
る
」
と
認
め
る
一
方
、
後
撰
集
が
「
天
暦
九
年
正
月
七
日
以
前
の
三
箇
年
の
間

に
完
成
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
」
の
に
対
し
て
、
古
点
の
作
業
は
康
保
年
閉
ま
で
続
け
ら
れ
、
完
成
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
事
を
、
『
本
朝
文
粋
』



所
収
の
源
順
作
「
病
中
間
羽
林
藤
将
軍
題
夜
行
舎
人
鳥
養
有
三
之
絶
句
兼
見
藤
播
州
橘
員
外
源
進
士
等
奉
和
之
古
調
一
読
感
一
歎
継
以
狂

歌
」
に
よ
っ
て
考
証
し
、
「
古
点
の
完
成
は
後
撰
集
の
完
成
よ
り
も
八
年
乃
至
十
一
年
お
く
れ
て
ゐ
る
」
の
だ
か
ら
、
中
村
氏
の
指
摘
は

ま
こ
と
に
当
然
の
事
で
あ
る
と
し
て
を
ら
れ
る
。

し
か
し
、
中
村
氏
の
「
歌
数
が
余
り
に
砂
い
か
ら
古
点
の
結
果
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
」
と
い
ふ
論
拠
は
多
分
に
主
観
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
だ
け
で
は
古
点
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
客
観
的
な
論
拠
と
は
な
し
得
な
い
と
思
ふ
。

第
三
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
奥
村
氏
は
、
中
村
氏
の
や
う
に
「
五
首
だ
け
が
作
者
名
が
か
は
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
二
十
三
首
全
部

が
寓
葉
集
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
ま
で
す
る
こ
と
に
は
不
安
が
あ
る
が
」
と
前
提
し
た
上
で
、

少
く
と
も
作
者
名
変
更
の
あ
る
七
首
(
田
中
本
後
選
集
に
よ
れ
ば
八
首
)
は
寓
葉
集
か
ら
の
直
写
と
は
し
が
た
い
。

と
、
中
村
氏
の
説
を
限
定
し
た
上
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
奥
村
氏
の
評
の
通
り
で
あ
る
と
思
ふ
。

終
り
に
第
四
の
論
拠
に
つ
い
て
も
、
第
二
の
場
合
と
同
様
、
「
中
村
氏
の
論
は
そ
れ
自
身
承
認
さ
れ
る
」
が
、
古
点
の
方
が
後
撰
集
よ
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り
お
く
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
成
立
年
代
の
考
証
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
「
当
然
の
帰
結
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
。

し
か
し
、
後
撰
集
の
撰
者
が
そ
の
好
尚
に
し
た
が
っ
て
、
士
口
点
を
つ
け
た
寓
襲
集
の
中
か
ら
数
首
の
歌
を
選
ん
だ
と
仮
定
し
て
も
、
そ

の
歌
が
平
安
朝
歌
人
の
好
尚
の
反
映
と
し
て
寓
葉
集
の
特
定
の
巻
々
に
偏
向
す
る
こ
と
は
当
然
あ
り
得
る
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
中

村
氏
の
第
四
の
論
拠
も
古
点
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
客
観
的
・
積
極
的
な
根
拠
と
は
必
ず
し
も
な
し
難
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

そ
し
て
奥
村
氏
は
「
結
極
、
中
村
氏
の
論
拠
は
、
第
一
が
外
部
徴
証
に
よ
っ
た
も
の
、
第
二
、
第
四
は
古
点
の
結
果
と
す
る
と
矛
盾
が

お
こ
る
と
い
ふ
こ
と
、
第
三
は
内
部
徴
証
に
よ
っ
て
七
首
が
寓
葉
か
ら
の
直
写
で
な
い
こ
と
を
示
さ
れ
た
」
こ
と
に
な
る
と
纏
め
て
を
ら

れ
る
が
、
第
二
・
第
四
は
上
述
の
如
く
多
分
に
主
観
的
な
判
断
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
も
の
と
考
へ
る
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の
で
、
第
一
・
第
三
が
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

第
一
に
つ
い
て
は
、
奥
村
氏
は
中
村
氏
が
「
誤
入
と
解
し
て
も
決
し
て
多
い
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
片
付
け
ら
れ
た
の
を
疑
問
と
し
、

後
述
す
る
如
く
、
「
高
葉
歌
乃
至
類
似
の
歌
が
混
入
し
て
ゐ
る
後
撰
集
を
完
成
し
て
撰
者
が
痛
停
を
感
じ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
」

と
い
ふ
問
を
設
け
て
之
に
答
へ
る
事
に
よ
っ
て
中
村
氏
の
論
拠
の
強
化
を
試
み
る
と
共
に
、
第
二
、
第
四
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
古
点
の

成
立
が
後
撰
集
よ
り
も
お
く
れ
る
と
い
ふ
外
部
徴
証
に
よ
っ
て
そ
の
当
然
性
を
説
明
し
、
更
に
第
三
の
内
部
徴
証
に
つ
い
て
は
、
作
者
名

の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
撰
集
の
高
葉
歌
と
蔦
葉
原
歌
と
を
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
「
結
極
、
後
撰
集
の
寓
葉
歌
で
直
接
高
葉

集
か
ら
採
用
し
た
と
思
は
れ
る
も
の
は
一
つ
も
無
い
」
と
結
論
し
、
「
古
今
集
の
先
例
と
、
寓
葉
集
も
勅
撰
集
と
思
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ

こ
と
」
と
の
外
部
徴
証
に
よ
る
「
後
撰
集
は
寓
葉
集
か
ら
直
接
材
料
を
得
て
ゐ
な
い
だ
ら
う
」
と
い
ふ
予
想
は
、
「
後
撰
集
の
内
部
か
ら

も
証
明
し
得
る
」
事
を
結
論
さ
れ
、

か
く
し
て
、
中
村
氏
や
上
田
博
土
の
結
論
に
決
定
的
な
論
証
を
与
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
奥
村
氏
の
論
文
の
後
に
現
れ
た
の
が
、
杉
谷
寿
郎
氏
の
「
後
撰
集
の
蔦
葉
原
歌
撰
集
と
の
関
連
に
お
い
て
」
及
び
平
井
卓
郎

博
士
の
つ
後
撰
集
中
の
寓
葉
歌
の
考
察
」
の
二
論
文
で
あ
っ
て
、
杉
谷
氏
は
後
撰
集
の
寓
葉
歌
の
本
文
と
、
寓
葉
原
歌
の
本
文
と
を
精
細

に
比
較
し
て
、
両
集
に
読
人
名
を
持
つ
九
首
が
す
べ
て
読
人
が
一
致
し
な
い
事
の
外
に
、
歌
本
文
を
比
較
し
て
、
「
古
点
と
異
同
す
る
箇

所
が
甚
だ
し
く
、
寓
葉
集
を
資
料
と
し
た
と
考
え
る
の
を
蕗
陪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ろ
う
」
「
寓
葉
集
を
如
何
様
に
訓
ん
で
も
、
後
撰

集
の
本
文
の
如
く
は
訓
み
得
な
い
箇
所
が
多
い
」
と
、
指
摘
す
る
と
共
に
、
更
に
『
家
持
集
』
、
『
柿
本
集
』
、
『
赤
人
集
』
、
『
古
今
和

歌
六
帖
』
等
の
本
文
と
比
較
す
る
時
、
「
各
歌
集
の
各
本
が
万
葉
系
か
後
撰
系
か
の
本
文
を
持
」
ち
、
「
同
一
本
に
お
い
て
寓
葉
集
系
と
後

撰
集
系
と
殆
ん
ど
乱
れ
な
い
」
と
い
ふ
事
実
を
指
摘
し

d 

高
葉
集
系
の
本
文
を
持
つ
木
は
文
献
書
写
に
よ
る
経
路
で
現
在
見
る
姿
に
寓
葉
集
と
繋
が
り
、
後
撰
集
系
の
本
文
を
持
つ
本
は
こ
れ
と



対
立
的
な
経
路
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

と
述
べ
、
「
後
撰
集
の
寓
葉
集
関
係
歌
は
、
寓
葉
集
を
資
料
と
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
」
を
結
論
さ
れ
た
。

ま
た
平
井
博
士
も
、
後
撰
集
中
の
寓
葉
関
係
歌
二
十
四
首
を
、
寓
葉
集
の
原
歌
の
、
古
写
本
の
中
で
も
そ
の
歌
の
訓
の
知
ら
れ
る
最
も

古
い
も
の
を
採
り
あ
げ
て
比
較
吟
味
す
る
と
共
に
、
三
十
六
人
集
中
の
柿
本
集
・
赤
人
集
・
家
持
集
、
ま
た
古
今
和
歌
六
帖
の
本
文
と
を

比
較
し
、
後
撰
集
の
寓
葉
歌
中
、
寓
葉
と
全
く
同
歌
と
み
て
よ
い
か
と
思
は
れ
る
歌
は
三
首
に
過
ぎ
ず
、
寓
葉
集
の
歌
と
は
そ
の
伝
諦
系

統
を
異
に
す
る
こ
と
を
辿
り
得
る
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
「
万
葉
集
か
ら
直
接
と
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
寓
葉

集
を
離
れ
た
伝
承
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
ふ
杉
谷
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
論
に
到
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
後
撰
集
の
万
葉
歌
は
、
あ
げ
Q

ひ
は
古
点
の
行
は
れ
る
前
に
撰
定
が
済
ま
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
想
像
し
て
ゐ
る
が
、

平
井
博
士
は
奥
村
氏
の
論
文
を
見
落
さ
れ
た
ら
し
く
、

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
村
氏
が
外
部
徴
証
に
も
と
寺
つ
い
て
古
点
成
立
の
時
期
を
後
撰
集
の
撰
定
よ
り
も
後
と
し
た
説
を
、
平
井
博
士
の

寓
葉
原
歌
及
び
諸
撰
集
と
の
比
較
に
よ
る
推
論
も
亦
、
裏
づ
け
た
結
果
と
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
想
像
は
奥
村
氏
の
考
証
に
よ
る
時
に
は
じ
め
て
動
か
し
得
な
い
も
の
と
な
る
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以
上
、
諸
家
の
研
究
に
よ
っ
て
、
後
撰
集
の
寓
葉
集
関
係
歌
が
古
点
の
結
果
で
あ
り
得
な
い
事
は
既
に
明
白
と
な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
今
一
度
、
之
ま
で
明
ら
か
に
せ
れ
た
論
点
を
私
な
り
に
整
理
す
る
と
共
に
、
若
干
の
私
見
を
加
へ
て
此
の
問
題
を
締
め
括
り

た
い
と
思
ふ
。
結
論
は
、
「
後
撰
集
中
の
寓
葉
歌
は
直
接
寓
葉
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
勿
論
古
点
の
結
果
を
反
映
し
た
も
の

で
は
な
い
。
寓
葉
集
と
は
別
系
統
の
伝
語
的
資
料
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
ふ
事
に
な
る
が
、

そ
の
論
拠
は
奥
村
氏
を
始
め
と

す
る
諸
家
の
研
究
に
従
っ
て
次
の
如
く
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
外
部
徴
証
と
し
て
は
、

北
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卯
後
撰
集
の
成
立
は
、
奥
村
氏
に
よ
れ
ば
「
天
暦
九
年
正
月
七
日
以
後
天
徳
二
年
正
月
七
日
以
前
の
三
箇
年
~
町
」
と
さ
れ
、
更
に
村
瀬

(

注

ロ

)

(

注

目

}

敏
夫
氏
に
よ
っ
て
天
暦
九
年
に
限
定
で
き
る
と
す
る
説
が
提
出
さ
れ
、
天
麿
九
年
説
は
ま
づ
妥
当
な
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
対

し
、
古
点
の
完
成
は
奥
村
氏
が
康
保
年
間
と
推
定
さ
れ
た
説
に
従
ふ
ベ
く
、
後
撰
集
の
完
成
よ
り
は
十
年
前
後
遅
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ

(
注
目
)

る。制
中
村
氏
の
説
の
如
く
、
後
撰
集
の
規
範
は
古
今
集
に
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
「
寓
葉
集
に
い
ら
ぬ
古
き
歌
」
を
奉
ら
し
め
給
う
た
古
今
集

撰
述
の
態
度
も
後
撰
集
に
受
け
つ
が
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
奥
村
氏
の
説
の
如
く
、
高
葉
集
は
当
時
勅
撰
集
と
考
へ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
高
葉
集
に
出
た
歌
を
も
う
一
度
勅
撰
集
で
あ
る
後
撰
集
に
載
せ
る
こ
と
は
原
則
的
に
あ
り
得
な
か
っ
た
と

考
へ
ら
れ
る
(
序
に
「
寓
葉
集
に
入
れ
る
歌
は
こ
れ
を
除
か
ず
」
と
断
っ
て
新
例
を
ひ
ら
い
た
新
古
今
以
後
は
問
題
が
別
で
あ
る
)

仰
が
承
認
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
古
点
に
先
立
っ
て
撰
ば
れ
た
後
撰
集
の
寓
葉
歌
は
当
然
古
点
の
結
果
と
は
見
ら
れ
な
い
と
い
ふ
事
に
な
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の
二
点
に
整
理
で
き
る
で
あ
ら
う
。

る
O
L
h
し
な
が
ら
、
そ
れ
出
必
ず
し
も
後
撰
集
の
本
文
前
古
点
と
無
関
係
と
言
ふ
こ
と
の
保
証
に
は
な
ら
な
い
。
久
松
博
士
の
一
言
は
れ

る
如
く
、
「
た
と
へ
古
点
を
な
し
た
以
前
に
後
撰
集
が
え
ら
ば
れ
た
に
し
て
も
、
古
点
を
附
け
た
結
果
に
よ
っ
て
改
訓
す
る
こ
と
は
あ
り

偽
印
」
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
o

そ
れ
に
対
し
て
は
肘
の
後
撰
集
は
原
則
と
し
て
高
葉
集
の
歌
を
採
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
ふ
論

拠
が
反
論
の
論
拠
と
な
る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
、
後
撰
集
の
中
に
は
、
寓
葉
歌
乃
至
は
寓
葉
類
似
の
歌
が
二
十
三
首
も
入
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
厳
と
し
た
事
実
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
二
十
三
首
の
寓
葉
歌
乃
至
は
寓
葉
類
似
歌
が
古
点
の
結
果
で
は
な
い
と
い
ふ
事
が
内
部
徴
証
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
な

け
れ
ば
、
右
の
外
部
徴
証
に
よ
る
推
定
は
未
だ
決
定
的
な
も
の
と
は
し
難
い
と
い
ふ
事
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
結
果
如
何
に
よ
っ
て



は
外
証
に
よ
る
推
定
そ
の
も
の
が
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
事
に
な
る
。
そ
こ
で
上
述
の
如
く
多
く
の
学
者
の
努
力
が
後
撰
集
の
い
わ
ゆ
る
寓

葉
歌
の
性
格
の
検
討
に
注
が
れ
て
来
た
の
は
真
に
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
内
部
徴
証
に
よ
る
論
拠
を
整
理
す
る
た
め
に
、
屋
上
屋
を
架

す
る
嫌
ひ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
も
先
づ
後
撰
集
の
寓
葉
関
係
歌
の
本
文
を
示
し
、
官
同
葉
集
の
古
訓
と
対
比
す
る
事
を
通
じ
て
、
上

述
の
奥
村
氏
・
杉
谷
氏
・
平
井
氏
等
の
結
論
の
動
か
し
得
な
い
事
を
確
認
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

以
下
後
撰
集
の
本
文
は
小
松
茂
美
博
士
の
労
作
『
後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
』
に
拠
っ
て
、
巻
十
ま
で
は
そ
の
校
本
の
底
本
と
さ
れ
た

こ
荒
山
神
社
本
の
本
文
を
掲
げ
(
但
し
欠
落
の
部
分
は
冷
泉
為
相
筆
本
に
よ
っ
て
補
ふ
)
、
異
文
の
う
ち
、
高
葉
歌
の
考
察
に
関
連
の
あ
る
主
要
な

も
の
を
も
同
書
か
ら
摘
記
す
る
こ
と
と
し
、
巻
十
一
以
下
は
冷
泉
為
相
筆
本
の
本
文
を
掲
げ
、

堀
河
具
世
筆
本
・
承
保
三
年
奥
室
日
本
、
大
阪
女
子
大
学
編
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
(
昭
和
四
十
年
刊
)
所
収
の
高
松
宮
家
蔵
天
福
本
・
中
院

『
後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
』
所
掲
の
伝

も
示
し
た
。
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家
旧
蔵
・
定
家
無
年
号
本
・
大
山
寺
蔵
貞
応
二
年
木
・
浄
弁
本
及
び
八
代
集
抄
本
を
も
っ
て
対
校
し
、
本
稿
に
関
係
あ
る
主
要
な
校
異
を

と
こ
ろ
で
後
撰
集
の
い
は
ゆ
る
寓
葉
歌
は
田
中
道
麿
の
円
撰
集
寓
葉
徴
』
で
は
貼
紙
の
歌
を
加
へ
て
二
十
一
首
と
な
っ
て
居
る
が
、

田
英
夫
博
士
は
二
十
五
首
と
言
は
れ
、
平
井
卓
郎
博
士
は
二
十
四
首
を
挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
平
井
博
士
が
挙
げ
ら
れ
た
歌
の
う
ち
、

L
¥

河
原
に
い
で
て
は
ら
へ
し
待
け
る
に
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
も
い
で
あ
ひ
て
待
け
れ
ば

上

あ
っ
た
X

の
朝
臣
の
女

ち
か
は
れ
し
か
も
の
河
原
に
駒
と
め
て
し
ば
し
水
か
へ
影
を
だ
に
見
む

の
一
首
は

左
槍
隈

槍
隈
河
爾

駐
馬

馬
爾
水
令
飲

吾
外
将
見
(
巻
十
二
、
三
O
九
七
)

さ
ひ
く
ま
の
ひ
の
く
ま
が
は
に
こ
ま
と
め
て
こ
ま
に
み
づ
か
へ
わ
れ
よ
そ
に
み
む

北
大
文
学
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紀
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と
、
詞
書
・
作
者
・
本
文
共
に
異
同
甚
し
く
、
同
一
歌
の
異
伝
と
は
到
底
認
め
ら
れ
ず
、
明
ら
か
に
別
歌
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
中
村
氏

(
巻
の
下
の
歌
番
号
は
流
布
本
の
そ
れ
に

奥
村
氏
共
に
之
を
除
く
次
の
二
十
三
首
を
蔦
葉
歌
と
さ
れ
た
の
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

拠
り
、
ま
た
古
門
葉
集
本
文
は
塙
書
一
房
刊
『
寓
葉
集
本
文
篇
』
に
拠
る
)

た
い
し
ら
す

山
巻
一
幻

わ
か
せ
こ
に
み
せ
ん
と
お
も
ひ
し
む
め
の
は
な
そ
れ
と
も
み
え
す
ゆ
き
の
ふ
れ
与
は

汀
寄
作
者
名
「
あ
か
ひ
と
」
ぺ
慶
宮
仁
「
赤
人
」
ア
リ
。

(
高
葉
集
巻
八
郷
山
部
宿
祢
赤
人
歌
)

わ
が
せ

ζ

に

み

せ

む

と

お

も

ひ

し

う

め

り

は

な

吾

勢

子

爾

令

見

常

念

之

梅

花

そ

品

と

も

み

え

ず

其
十
方
不
所
見

ゆ

書

申

ふ

品

品

ば

雪
乃
零
有
者

〈
類
緊
古
集
)
わ
か
せ
こ
に
み
せ
む
と
お
も
ひ
し
む
め
の
は
な
そ
れ
と
も
み
え
す
ゆ
き
の
ふ
れ
ふ
は

凶
巻
一
泊

き
て
み
へ
き
ひ
と
も
あ
ら
し
な
わ
か
や
と
の
む
め
の
は
つ
は
な
を
り
つ
く
し
て
む

来き寓
百TZ薬慶i
長集汀l
き第章
一十仁|

人~2328 -， 
毛も詠よ

誌をF
えてに 区
す
L 

ア
lリ

う
め

0

4
つ
は
な

梅
之
早
花

ヌ
イ

(
元
暦
校
本
)
き
て
み
へ
き
ひ
と
も
あ
ら
な
か
に
わ
か
い
へ
な
る
む
め
の
は
つ
は
な
ち
り
ぬ
と
も
よ
し

わ
き
内
な
る

吾
家
有

ち
D
由
と
も
よ
し

落
十
方
土
日

矧
巻
一
お

か
き
く
ら
し
ゆ
き
は
ふ
り
つ
与
し
か
す
か
に
わ
か
い
へ
の
そ
の
に
う
く
ひ
す
そ
な
く

う
く
ひ
す
そ
な
く
太
「
う
く
ひ
す
の
な
く
」
。
松
「
鴬
の
な
く
」
。
烏
「
う
く
ひ
す
な
く
も
」
。

(
万
葉
集
第
八
仏
犬
伴
宿
祢
家
持
感
情
歌
)

う

ち

き

ら

し

ゆ

き

は

ふ

D
つ

つ

し

か

す

が

に

打

霧

之

雪

者

零

乍

然

為

我

二

わ
宮
A

り
そ
四
民

吾
宅
乃
苑
溺

う

σひ
ず
な
く
も

鷺
鳴
裳
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(
類
緊
古
集
)
う
ち
き
ら
し
ゆ
き
は
ふ
り
つ
与
し
か
す
か
に
わ
か
い
へ
の
そ
の
に
う
く
ひ
す
な
く
も

凶
巻
一
一
訂
き
み
か
た
め
や
ま
た
の
さ
は
に
ゑ
く
つ
む
と
ぬ
れ
に
し
そ
て
は
い
ま
も
か
は
か
す

ゑ
く
つ
む
と
、
倒
「
せ
り
つ
む
と
」
い
ま
も
か
は
か
す
、
哨
「
い
ま
た
か
は
か
す
」
、
闘
「
け
ふ
も
か
は
か
す
」
、
明
「
ま
た
も
か
は
か
す
」
、
尉
「
ほ
せ
と

か
は
か
す
」
。〆

(
寓
葉
集
巻
十
回
)

き
み
世
た
め
や
ま
だ
申
書
協
に

為
君
山
田
之
津

五
A
Y

つ
む
と

恵
具
採
跡

ゆ

き

げ

申

み

づ

に

雪
消
之
水
繭

も
の
す
そ
ぬ
れ
由

裳
裾
所
泊

ヌ
レ
ヌ
(
椅
)

(
元
暦
校
本
)
き
み
か
た
め
や
ま
た
の
さ
は
に
ゑ
く
つ
む
と
ゆ
き
け
の
み
つ
に
も
す
そ
ぬ
ら
し
つ

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す

は
る
く
れ
は
、
烏
「
は
る
な
れ
は
」
、

か
け
に
し
て
、
片
「
ヤ
マ
カ
ケ
ニ
シ
テ
」

z
y
 

(
古
向
葉
集
巻
十
釘
詠
ν
月
)

は

る

さ

品

広

君

。

己

申

く

れ

田

ゆ

ふ

つ

〈

よ

お

ぼ

つ

か

な

し

も

春
去
者
紀
之
許
能
嘉
之
夕
月
夜
欝
束
無
裳

し

る

し

は

は

か

D

O

(
元
暦
校
本
)
は
る
さ
れ
は
こ
か
く
れ
お
ほ
き
ゅ
ふ
っ
く
よ
お
ほ
つ
か
な
し
も
や
ま
か
け
に
し
て

お
ほ
つ
か
な
し
ゃ
、
静
嘉
東
松
宮
科
太
郎
高
為
等
「
お
ほ
っ
か
な
し
も
」
、
北
野
人
増
「
お
ほ
っ
か
な
く
も
」
、
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同
巻
二
臼

は
る
く
れ
は
こ
か
く
れ
お
ほ
き
ゅ
ふ
っ
く
よ
お
ほ
っ
か
な
し
や
は
な
か
け
に
し
て

や

ま

か

げ

に

し

て

山
陰
爾
指
天

は
る
さ
品
ば

ζ

田
〈
九
お
ほ
み

一
云
春
去
者
木
陰
多

ゆ
ふ
づ
く
よ

暮
月
夜

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す

附
巻
回
出
ひ
と
り
し
て
も
の
お
も
ふ
わ
れ
を
ほ
と
主
A

」
す
」
ふ
に
し
も
な
く
こ
ふ
ろ
あ
る
ら
し

た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す
、
嗣
嘉
蜘
刈
「
た
い
し
ら
す
」
、
北
南
松
宮
哨
等
「
題
し
ら
す
」
、
帯
、
詞
書
・
作
者
名
ナ
シ
。
ひ
と
り
し
て
、

「
ひ
と
り
ゐ
て
」
、
静
嘉
北
東
等
「
独
ゐ
て
」
。
も
の
お
も
ふ
わ
れ
を
、
片
「
モ
ノ
オ
モ
フ
ワ
レ
ニ
」
堀
「
物
お
も
ふ
や
と
に
」

松
宮
科
太
八
増
等

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

独?長
居£雲
市て喜

色八
物P1476 
今、下小
b:i:治
爾正器

管長
公言耳
鳥す1ち
こ

ゅ

な

き

わ

た

る

こ

ζ
ろ

し

あ

る

ら

し

従
此
間
鳴
渡
心
固
有
良
思

(
類
緊
古
集
)
ひ
と
り
ゐ
て
も
の
お
も
ふ
よ
ひ
に
ほ
と
L
き
す
こ

L
な
き
わ
た
る
心
あ
る
ら
し

問
巻
四
郎
、
た
ひ
ね
し
て
つ
ま
こ
ひ
す
ら
し
ほ
と
ふ
き
ず
か
み
な
ひ
や
ま
に
さ
よ
ふ
け
て
な
く

か
む
な
ひ
ゃ
ま
に
、
梅
「
か
み
な
ひ
を
か
に
」

。。

(
寓
葉
集
巻
十
円
詠
ν
鳥
反
歌
〉

た

び

に

し

て

つ

ま

ど

ひ

す

ら

し

客
爾
為
而
妻
恋
為
良
思

ほ
と
と
き
す

雀
公
鳥

か

む

な

び

ゃ

ま

に

神
名
備
山
繭

さ

よ

ふ

け

て

在

〈

左
夜
深
而
鳴

(
元
暦
校
本
)
た
ひ
に
し
て
つ
ま
こ
ひ
す
ら
し
ほ
と
ム
き
す
か
み
ナ
ヒ
ゃ
ま
に
さ
よ
ふ
け
て
な
く

附
巻
四
則
わ
か
や
と
の
か
き
ね
に
ま
き
し
と
こ
な
つ
は
は
や
も
さ
か
な
ん
よ
そ
へ
つ

L
み
む

制
剖
料
叫
劃
劃
U
、
掛
剰
刺
M
W
町
村
和
一
醐
高
潮
川
酬
明
壮
一
寸
「
か
き
ね
に
う
へ
し
」
。
剖
出
制
吋
は
、
側
帯
調
剤
秘
密
料
相
劃
剥
川
哨
等

制
剖
州
制
パ
州
、
回
附
繍
刈
「
は
な
に
さ
か
な
ん
」
。
判
判
べ
叫
叶
剖
州
、
川
「
よ
そ
へ
っ
と
4
よ」

。。

(
寓
葉
集
巻
八
伯
大
伴
宿
祢
家
持
贈
坂
上
家
之
大
嬢
歌
)

わ

が

や

ど

に

ま

さ

し

在

で

し

こ

い

つ

し

か

も

は

な

に

古

き

な

む

吾
屋
戸
商
蒔
之
塵
麦
何
時
毛
花
爾
咲
奈
武

「
な
て
し
こ
は
」
。
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な

そ

九

つ

つ

み

む

名
蘇
経
乍
見
武

(
類
緊
古
集
)
わ
か
や
と
に
う
ゑ
し
な
て
し
こ
い
つ
し
か
も
は
な
に
さ
か
な
む
よ
そ
へ
つ

L
み
む

附
巻
四
加
な
て
し
こ
の
は
な
ち
り
か
た
に
な
り
に
け
り
わ
か
ま
つ
あ
き
は
ち
か
く
な
る
ら
し

わ
か
ま
つ
あ
き
は
、
白
肘
「
わ
か
ま
つ
あ
き
そ
」
、
柳
帯
科
対
八
端
等
「
わ
か
ま
っ
秋
そ
同
制
州
引
制
到
ら
し
、
欄
「
ち
か
く
な
る
ら
ん
」
、

な
る
覧
」
。
nJゐ

(
万
葉
集
巻
十
日
引
詠
ν
花
)

桃
「
ち
か
く



。

ペ

み

れ

ば

野
辺
見
者

さ
き
に
け

D

咲
家
旦

わ
が
ま
つ
あ
き
出

吾
待
秋
者

ち
か
づ
く
ら
し
も

近
就
良
思
母

な
で
し
こ
が
は
な

寵
麦
之
花

(
元
暦
校
本
)
の
へ
み
れ
は
な
て
し
こ
の
は
な
さ
き
に
け
り
わ
か
ま
つ
あ
き
は
ち
か
つ
く
ら
し
も

側
巻
五
加
た
ま
か
つ
ら
た
え
ぬ
も
の
か
ら
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
わ
た
り
に
た
L

ひ
と
よ
の
み

と
し
の
わ
た
り
に
、
尉
肘
割
栂
闘
僻
部
出
掛
川
端
等
「
と
し
の
わ
た
り
は
」
、
捌
「
と
し
の
わ
た
り
を
」

。。

(
万
葉
集
巻
十
町
七
夕
)

内
ノ
白

た
ま
か
づ
ら
た
え
血
も
旧
か
ら

玉
葛
不
絶
物
可
良

FEE 
Y百ら

波止

た
だ
ひ
と
よ
申
み

直
一
夜
耳

と
し
り
わ
た
り
に

年
之
度
ホ

〈
元
麿
校
本
)
た
ま
か
つ
ら
た
え
ぬ
も
の
か
ら
さ
ぬ
る
よ
は
と
し
の
わ
た
り
に
た
L
ひ
と
よ
の
み

ひ
こ
ほ
し
た
な
は
た
を

凶
巻
五

mあ
ま
の
か
は
と
ほ
き
わ
た
り
は
な
け
れ
と
も
き
み
か
ふ
な
て
は
と
し
に
こ
そ
ま
て

と
ほ
き
わ
た
り
は
、
相
「
遠
き
わ
た
り
に
」
。
尉
「
と
ほ
き
わ
た
り
を
」
。
と
し
に
こ
そ
ま
て
、
同
「
ト
シ
ニ
ヒ
ト
タ
ヒ
」
。

戸

h
ノ

(
寓
葉
集
巻
十
加
七
夕
)

あ
ま
四
百
出
と
ほ
き
わ
た
目
出
在
け
品
ど
も
き
み
が
ふ
な
で
は
と
し
に
こ
そ
毒
て

天

河

遠

度

者

無

友

公

之

舟

出

者

年

余

社

候

ト

ヲ

サ

カ

ル

ト

ハ

ナ

ケ

ν

(
元
暦
校
本
〉
あ
ま
の
か
は
と
ほ
き
わ
た
り
は
な
け
れ
と
も
き
み
か
ふ
な
て
は
と
し
に
と
そ
ま
て

よ
み
ひ
と
し
ら
す

間
巻
五
問
、
あ
ま
の
か
は
せ

L
の
し
ら
な
み
た
か
け
れ
と
た

L
わ
た
り
き
ね
ま
つ
に
く
る
し
も

¥
制
叫
刷
叫
削
劃
刻
、
間
割
「
せ
L

に
し
ら
な
み
」
。
剖
叶
州
制
引
剖
ね
、
樹
出
動
期
蜘
官
相
関
浄
ん
等
「
た
L
わ
た
り
き
ぬ
」
。

釧
開
劃
和
東
和
即
刻
恥
州
自
剥
川
端
等
「
ま
つ
に
く
る
し
み
」
、
利
「
待
か
く
る
し
み
」

民
ノ

(
寓
葉
集
巻
十
別
七
夕
)

北
大
文
学
部
紀
要

Rノ
戸

h
J1
 

片
堀
桃



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

ま
た
ほ
く
る
し
み

待
者
苦
三

カ

ミ

(
元
暦
校
本
〉
あ
ま
の
か
は
せ
与
に
し
ら
な
み
た
け
れ
と
た
ふ
わ
た
り
き
ぬ
ま
て
は
く
る
し
も

あ
ま
申
が
は

天
漢

せ
ぜ
に
し
ら
な
み

端
瀬
白
浪

た
か
廿
ど
も
た
だ
わ
た
D
吉

血

雄
高
直
渡
来
沼

間
巻
五
側
、
あ
き
く
れ
は
か
は
き
り
わ
た
る
あ
ま
の
か
は
か
は
か
み

L
つ
与
こ
ふ
る
よ
そ
お
ほ
き

こ
ふ
る
よ
そ
お
ほ
き
、
制
智
白
剤
「
こ
ふ
る
日
そ
お
ほ
き
」
、
利
樹
「
こ
ふ
る
ひ
の
お
ほ
き
」
、
堀
「
恋
ぬ
日
そ
な
き
」
、
桃
「
恋
ぬ
日
は
な
し
」

ハU

(
万
葉
集
巻
十
回
七
夕
)

n
，ι
 

品

発

古

れ

ば

か

は

宮

D
た
て
る
あ
ま
由
が
は
か
は
に
む
き
ゐ
て
こ
ふ
る
よ
そ
お
ほ
吉

秋

去

者

河

霧

立

天

川

河

向

居

而

恋

夜

多

ヲ
ホ
キ
〈
新
)

(
元
暦
校
本
〉
あ
き
さ
れ
は
か
は
き
り
た
ち
て
あ
ま
の
か
は
か
は
に
む
か
ひ
て
こ
ふ
る
よ
そ
な
き

M
巻
六
加
、
あ
き
の
た
の
か
り
ほ
の
や
と
の
に
ほ
ふ
ま
て
さ
け
る
あ
き
は
き
み
れ
は
あ
か
ぬ
か
も

み
れ
は
あ
か
ぬ
か
も
、
片
堀
静
北
宮
太
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あ
き
の
た
の
、
劃
「
秋
田
か
る
」
。
か
り
ほ
の
や
と
の
、
制
品
川
帯
「
か
り
ほ
の
庵
の
」
、
賦
「
か
り
ほ
す
や
と
の
」
。

蛾
為
増
等
「
み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も
」

nu 

(
寓
葉
集
巻
十

ω一詠
ν
花
)

nJ-

畠

き

た

か

る

か

D
ほ
由
や
ど

D

秋
田
苅
借
庫
之
宿

み

れ

ど

あ

か

也

か

も

難
見
不
飽
香
開

テ
(
鰍
)

(
元
暦
校
本
〉
あ
き
た
か
る
か
き
ほ
の
や
と
り
に
ほ
ふ
ま
て
さ
け
る
あ
き
は
き
み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

に

ほ

ふ

ま

で

丹
穂
経
及

古

け

る

あ

き

は

き

咲
有
秋
芽
子

よ
み
ひ
と
し
ら
す

間
巻
六
測
し
ら
っ
ゅ
の
お
く
た
に
を
し
き
あ
き
は
き
を
を
り
て
は
あ
ゃ
な
お
き
ゃ
か
ら
さ
ん

よ
み
ひ
と
し
ら
す
、
出
「
つ
ら
ゆ
き
」
。
料
引
制
判
制
M
劃
、
尉
骨
劃
「
お
か
ま
く
を
し
き
」
、
松
東
宮
脚
閥
「
を
か
ま
く
を
し
き
」
、
凶
担
科
太
恥
川
端
等

「
を
か
ま
く
お
し
き
」
。
を
り
て
は
あ
ゃ
な
、
烏
東
松
宮
「
お
り
て
は
さ
ら
に
」
、
静
嘉
科
太
八
増
雄
一
寸
「
折
て
は
さ
ら
に
」
お
き
ゃ
か
ら
さ
ん
、
飛
「
わ
れ

や
か
ら
さ
ん
片
岡
「
わ
れ
や
か
ら
さ
む
」
、
嗣
「
わ
れ
や
か
く
さ
ん
」
、
封
相
骨
向
和
等
「
我
や
か
く
さ
ん
」
、
静
北
川
端
等
「
我
や
か
さ
L
ん」



万
葉

書
置52志9
巻?詠

問先

を
り
の
み
を
り
て

折
耳
折
而

お
き
ゃ
か
ら
さ
む

置
哉
枯

し

ら

っ

ゆ

由

あ

き

は

ぎ

を

白

露

乃

秋

芽

子

乎

(
元
暦
校
本
)
し
ら
っ
ゅ
の
お
か
ま
く
を
し
み
あ
き
は
き
を
ム
り
の
み
を
り
て
お
き
ゃ
か
ら
さ
む

(
ま
)

闘
巻
六
揃
(
わ
か
や
と
の
お
は
)
な
か
う
へ
の
し
ら
っ
ゆ
を
(
け
た
す
て
た
)
か
に
ぬ
く
も
の
に
も
か

お
は
な
か
う
へ
の
し
ら
っ
ゆ
を
、
胡
「
お
は
な
か
う
へ
に
お
く
つ
ゆ
を
」

n
J
b
 

Q
園
内
葉
集
巻
八
貯
大
伴
家
持
白
露
歌
)

わ

が

や

ど

り

を

ぱ

な

が

う

h
o

し

ら

っ

ゆ

を

け

た

ず

て

た

ま

に

aく
も

叩

に

も

が

吾

屋

戸

乃

草

花

上

之

白

露

乎

不

ν
令
ν
消
而
玉
繭
貫
物
爾
毛
我

ス

(疑
E
m
古
集
)
わ
か
や
と
の
を
は
な
か
う
へ
の
し
ら
っ
ゆ
を
け
た
し
て
た
ま
に
ぬ
く
も
の
に
も
か

や
ま
と
へ
ま
か
る
つ
い
で
に

叫
巻
六
湖
か
り
か
ね
の
な
き
つ
る
な
へ
に
か
ら
こ
ろ
も
た
つ
た
の
や
ま
は
も
み
ち
し
に
け
り

な
き
つ
る
な
へ
に
浄
「
な
き
つ
る
か
ら
に
」

A
件
ム

(
蔦
葉
集
巻
十

ω一
詠
黄
葉
)

q
L
 
き
な
き
し
な
A

に

か

ら

己

ろ

も

た

つ

た

由

や

ま

は

来

鳴

之

共

韓

衣

裁

田

之

山

者

か
り
が
ね
白

馬
在
同
う

白
川

H
，
J

も
み
ち
そ
め
た
り

黄

始

有

ハ
モ
ミ
口
ソ
メ
タ
リ
(
赫
)

(
元
暦
校
本
)
か
り
か
ね
の
き
な
け
る
な
へ
に
か
ら
こ
ろ
も
た
つ
た
の
や
ま
も
L
み
ち
し
に
け
り

ふ
か
や
ふ

間
巻
七
日
い
も
か
ひ
も
と
く
と
む
す
ふ
と
た
っ
た
や
ま
や
ま
そ
も
み
ち
の
に
し
き
お
り
け
る

堀
桃
静
嘉
北
東
松
宮
科
太
八
増
等
「
ふ
か
や
ふ
」
ナ
ジ
。
や
ま
そ
も
み
ち
の

白
梅
関
篠
飛
等
「
い
ま
そ
も
み
ち
の
」
。
に
し
き
お
り
け
る
、

き
な
り
け
る
」

北
大
文
学
部
紀
要
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白
堀
「
に
し



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

妹い高

之;警
紐2茎

解?ぷ
喜子と詠

J結2量
而モ葉

た

っ

た

や

ま

い

ま

こ

そ

も

み

も

立
田
山
今
許
曾
黄
葉

ケ

ハ

緒

)

レ

(

耕

)

い
も
か
ひ
も
と
く
と
む
す
ひ
て
た
っ
た
や
ま
い
ま
こ
そ
も
み
ち
は
し
め
た
り
け
り

そ
め
て
あ

D
け

れ

始
而
有
家
礼

(
元
暦
校
本
)

同
巻
七

mか
り
な
き
て
さ
む
き
あ
し
た
の
つ
ゆ
な
ら
し
た
っ
た
の
や
ま
を
み
た
す
も
み
ち
は

み
た
す
も
み
ち
は
、
嘉
梅
篠
汀
寄
八
増
等
「
も
み
た
す
も
の
は
」
、
飛
「
も
み
ち
ま
す
も
の
は
」
、
堀
「
て
ら
す
物
か
は
」

(
寓
葉
集
巻
十
均
一
詠
二
黄
葉
乙

n
L
 

か

り

が

ね

の

古

む

匂

与

さ

け

由

踊
鳴
之
索
、
朝
開
之

(
一
冗
暦
校
本
)

モ
ミ
タ
ス
(
蛸
)

か
り
か
ね
の
さ
む
き
あ
し
た
の
つ
ゆ
な
ら
し
か
す
か
の
や
ま
を
に
ほ
は
す
も
の
は

つ
ゆ
な
ら
し

露
有
之

か
す
が
の
や
ま
を

春
日
山
乎

に
ほ
は
す
も
自
は

令
黄
物
者

凶
巻
十
問
、
か
く
て
ふ
る
も
の
と
し
り
せ
は
よ
は
に
お
き
て
あ
く
れ
は
き
ゆ
る
つ
ゆ
な
ら
ま
し
を

白
「
こ
こ
ろ
さ
し
ふ
か
き
人
に
、
あ
は
す
で
」
ノ
詞
書
ア
リ
。
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か
く
て
ふ
る
堀
静
東
宮
科
総
高
為
八
等
「
か
く
こ
ふ
る
↑
。
よ
は
に
お
き
て

。。

(
高
葉
集
巻
十
二
知
)

か

く

こ

ひ

む

も

む

と

し

pせ
ば
ゆ
ふ
へ
お
き
て

如

此

将

恋

物

等

知

者

タ

置

而

白
静
宮
関
等
「
よ
る
は
お
き
て
」
D

つ
ゆ
な
ら
ま
し
を

露
有
申
尾

キ

(

新

)

ツ

ユ

(

航

)

(
元
暦
校
本
)
か
く
こ
ひ
む
も
の
と
し
り
せ
は
ゆ
ふ
へ
お
て
つ
と
に
は
き
ゆ
る
な
ら
ま
し
を

お
ほ
と
も
の
く
ろ
ぬ
し

凶
巻
十
肌
し
ら
な
み
の
さ
は
く
い
り
え
に
こ
く
ふ
ね
の
か
ち
と
り
あ
へ
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な

剖
削
引
川
引
刻
叫
、
明
「
ょ
す
る
い
そ
ま
に
」
、
制
劃
現
秘
割
和
崎
一
世
刷
関
桶
酌
等
「
ょ
す
る
い
そ
ま
を
」
一
品
「
ょ
す
る
い
そ
へ
を
」

(
蔦
葉
集
巻
十
七
挑
相
歓
歌

あ
し
た
は
け
由
る

且
者
消
流

~ 

大
伴
宿
祢
家
持
作
)



お

も

ほ

え

し

き

み

於
母
保
要
之
伎
美
ヘ
シ
イ

(
元
暦
校
本
)
し
ら
な
み
の
よ
そ
る
い
そ
ま
を
こ
く
ふ
ね
の
か
ち
と
る
ま
な
く
お
も
ほ
ゆ
る
き
み

し
ら
な
み

D

白
浪
乃

ょ

す

る

い

ぞ

み

;

を

余
須
流
伊
蘇
未
乎

己
ぐ
ふ
柏
田

椋
船
乃

hr

古

と

る

ま

な

く

可
治
登
流
間
奈
久

や
む
こ
と
な
き
事
に
よ
り
て
と
を
き
所
に
ま
か
り
て
た
L

む
月
許
に
な
ん
ま
か
り
か
へ
る
へ
き
と
い
ひ
て
ま
か
り
く
た
り
て
み
ち
よ
り
つ
か
は
し
け
る

つ
ら
ゆ
き

悶
巻
十
一
加
月
か
へ
て
君
を
は
見
む
と
い
ひ
し
か
と
日
た
に
へ
た
て
す
こ
ひ
し
き
も
の
を

日
た
に
へ
た
て
す
堀
「
日
た
に
暮
れ
は
」

(
高
葉
集
巻
十
二
日
)
q
J
 

苦

み

を

ほ

み

む

と

お

も

A

か
も

君

乎

婆

見

登

念

鴨

承
「
ひ
た
に
く
る
れ
は
」

つ
吉
か
A

て

月
易
而

ひ

も

か

八

ず

し

て

日
毛
不
易
為
而

こ
ひ
m
w
し
げ
け
む

恋

之

重

キ
(
締
)

っ
き
か
へ
て
き
み
を
は
み
む
と
お
も
ふ
か
も
ひ
も
か
へ
す
し
て
こ
ひ
の
し
け
L
む

寛

平

母

9

題
し
ら
す
ひ
と
し
き
の
み
こ
均
子
中
宮
温
子

間
巻
十
八
加
我
も
思
ふ
人
も
わ
す
る
な
あ
り
そ
海
の
浦
吹
風
の
や
む
時
も
な
く

1
i
 

題
し
ら
す

(
一
万
暦
校
本
)
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ひ
と
し
き
の
み
こ

均
子

品
「
題
不
知
よ
み
人
も
」
。
川
「
ひ
と
し
き
の
み
こ
均
子
内
親
王

寛
平
皇
女
」

(
高
葉
集
巻
四
縦
笠
女
郎
贈
大
伴
宿
祢
家
持
歌
)

スJ
暦
校
本

jつ

れ
も
-dつ

も
み〉

ひ
と
も
わ
す
る
な
お
ほ
な止2
わハ時;
に(無主
う旅有れ
ら)

占ラ

く
刀込

せ
の
や
ふ
u' 

と
き
な
く
あ
れ

わ
れ
も
お
も
ふ

五
日
毛
念

ひ
と
も
宜
わ
す
れ

人
毛
莫
忘

お

ほ

な

わ

に

多
奈
和
丹

う
ら
ふ
く
か
ぜ
の

浦
吹
風
之

以
上
、
例
に
よ
っ
て
、
題
詞
、
作
者
、
本
文
の
異
同
を
表
に
纏
め
て
見
る
と
別
表
の
如
く
に
な
る
。

後
撰
集
の
本
文
は
底
本
止
よ
る
が
、
諸
本
と
対
校
し
て
明
ら
か
に
底
本
の
誤
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
訂
正
し
て
掲
げ
、
又
省
内
葉
集
原
歌

に
近
い
本
文
が
対
校
の
詰
本
中
に
認
め
ら
れ
る
ば
あ
ひ
は
、

'" 

)
を
附
し
て
併
記
す
る
こ
と
と
し
た
。
、

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

高 後

葉
撰戸

本 {乍 題 本 作 題

文 者 E司 文 者 詞

赤 長ナ
だ
し、

し (1) 

人 るシ
ら
ず

ヌ第イ第ユモ第
ナ 詠

ツ第ャ第モ第
ナ

ト四へ三アニ ν ク四ト三ア二

モ句ナ句ラ(句 シ句ノ句ラ句 (2) 
ヨチノレワ ナクヒ 、ン 花

テヲ ワ‘ンヒ 、ン
ツリ カカカト ムリ カナト

」ノ

ヒ第キ第
家 鰐

ナ〈ヒ第P第 ナ
ス五ラー クウス互王ラ-

ナ句γ匂 モクソ匂ジ句 (3) 
グウ ウ

持 歌
)ヒナウカ

シ
モグチ スタクキ

ヅスノ下
ナ

スマシ下 ナ
ソミ句 モソ句

ヌツュ カテヌ 性)
ラニキ

ジ
ハハレ

シ
、ンモケ カイニ

カ第ツ第サ第
ナ 訪t

ニ(カ第ナ(ツ第グ第 ナ だ
ケ五カ四レー ν ジヤヶ五、ンオカ四レー L 、

ユ句ナ句ハ匂 テマニ句モホナ句ハ句 し (5) 
ジヤγオハ

シ 月
)ヵ、ンハ)ツシオハ

シ ら
テマモホ ノレ ケテナ カヤホノレ ず

ナ第ニオ第リ第
広小治田

ニ第ニモヲオ第トリ第 ナ だ
キ四モ二ヰー シ四)ブ(モ二リシー し、

ワ句 フ句テ句 モ句 モフ句ヰテ句 し (6) 
タコ ヨモヒ 朝 ナコ ヤノワモテ(ヒ

シ ら
ノレコ ヒノ ト 耳臣 クコ トオレノ)ヒト ず

エ第
ナ 詠

ネ第 ナ
ジー・ tノ

-ンーー

テ句 テ句 l7) 
タ 、ン 烏

タ
シ

ヒ ヒ

ニ第ツナト上
家

カ(モ第四)ノ、(コウ(ニト上 ナ
サ四シテニ句 ナハサ ナナヘカマノ句

カ句カシウワ ンナカ句テシキカワ (8) 
ナハモコヱカ

持
)ニナハ 、ンツ)ネキキカ

-ン
ムナイシヤ サγヤ コハトニ、ンネヤ
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北
大
文
学
部
紀
要

寓 後

葉 撰

本 作 題 本 作 題

文 者 言司 文 者 言司

キコレ上
ナ 最示 リリコ上句 ナニノハ句 v ニカノ

ケハナノ ケタハナ (9) 
リナテへ

シ 花 リニナテ
シサシミ ナチシ

ラ第
ナ 七 タ第

ナク三 'マ-
ハ句 ノ句 ω 
サ
ジ タ

ア
シヌ フ

ナ 七 ナ な』まひこ

たI! 但)
シ タ シ

をし
た

ハ第
ナ 七 ノレ(ニ第五 ナク王E シマク

ノレ 句 ミツノレ句 間
シペ〉マ

シ タ
¥J;=.、ンマ

、ン
モ心テ クモツ

ニ第キ第サ第
ナ 七 カ第キ第ク第

ナム四リ二レー ミ四リ二レー
カ句タ句ハ句 ミ句ワ句ハ句 回)
ヒカチカ ア

シ タ ツカタカ ア
シテハテハキ ツハノレハ キ

モト第ホ第タ第
ナ 詠

モアモハ第イ(ホ第キノ第
ナア五ノ二カー ¥、ーノ

カ(ア五ホカノ二タターL〆

カ句ヤ句ノレ句 ミカ句ノリヤ句カノ句 (l4) 
ヌミトカ ア

シ 花 ヌレヌミ)ホトカ)ノレ(アア
シカレリリ キ カトカレ lノノリ キ

ヤ第ノ第マ第
ナ 詠 カンキサ(テ第ヲ(タ第

ナヵ五ミ四ク二 ラ(ヤラヲハ四、ンオェ二
ラ句ヲ句ヲ句

Lノ
サワカエリア句キカヲ句 回

サオリヲシオ 、ン 花
ンレラL ノテヤヲ)マシオ

シムキテリミカ 〉ヤサオハナリ クキク

家 白 ナ

露 日6)

持 歌 シ

-161 



古
代
寓
葉
集
研
究
免
稿

後

選

本 作 題

文 者 三司

カ(ツ第
ナ
にかや

ラナノレ二 るま
ニキナ句 っと m 
)ツヘナ

ジ
L 、へ

ノレニキ でま

ノレシモノレシモ下ト第 (ふ
)キミ(キミ句ム二 ナか
ナチイオチヤス匂

〉ー/や
(l8) 

リノマリノマプト
ケニソケニソトク

)ふ

モ(ス第タ第ナ第
ア

ノモモ五ノ四キー
ハミミ匂ヤ句テ句 回)
」ノタチミマタ カ

シ
スノ、タヲツ リ

ずて人かきろこL レ第キ(ニ第クテ第 ナ
ハ四テヨォ三コブー

(抑キ句)ノレ 句フノレ句
Uこさ「

ユア ハキヨノレ(カ
シ あしノレタ オテハ)カク t主ふ〉

ナヒリ下ソ(タ第

伴宜主大主
モア句マヨイ二
スヘカヲスリ句 担。
ノレヌチ)ノレエサ
カコト イニノ、

シ第ノレ(ニ第ジ第
貫 て:事きやむ

キ五レヒへ四カ三
モ句ハタタ句ト句 : ~;ここ (22) 
ノコ」ノニテヒ イ

ウ~ よとヲヒ クスタ ヒ りな

ト第ソ第
こノと均親子内 題キ五ウ三 し

モ句ミ句
ら
(23) 

ナヤノア
ず

グムリ ど王
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ナ

シ

家

持

贈
大
伴
宿
-

祢
家
持
歌
一

笠

女

郎

題

詞

詠

黄
葉

訪t

黄
葉

詠

黄
葉

相

歓

歌

二拡

-a 

ナ

てン

ナ

シ

ナ

ジ

ナ

シ

万

葉

本

文

ケ第
ノレ三二
ナ句
ヘキ
ニナ

リシソ下ト第
メモ句ム二
タミイス句
リチマヒト
ケハコテグ

ハタハ第カ第カ第
スス五ノ四ネー
)(句ヤ句ノ句
モスニマカ カ
ノミホヲス リ

ニ第へ第コ第
ハ四オ二ヒー
キ匂キ句ム匂
ユツテュカ
ノレト プ タ

ミ(モノレ下句ノレ第
ヘホマ イ二
シナカソ句
)ユクチマヨ

キノレオトヲソ

平ノ第カ第プ第
)、ン五へ四カ三
ケ匂ス句モ勾
、コシヒ オ
ムヒテモモ

レト第ナ第
キ五ワ三
ナ句ニ句
グヤオ
アムホ



別
表
に
つ
い
て
見
れ
ば
明
ら
か
な
や
う
に
、
高
葉
原
歌
と
同
一
の
本
文
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
既
に
奥
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
凶

6

Q

U

5

l

l

z

d

2

 

後
撲
辺
(
万
葉
…
出
)
間
後
撰
幻
(
万
葉
加
)

M

m

後
撰
却
(
万
葉
町
)
の
三
例
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
叫
は
寓
葉
集
に
無
い
「
ひ
こ
ほ
し
た
な

は
た
を
」
と
い
ふ
詞
幸
一
日
が
あ
り
、
ま
た
片
仮
名
本
(
奥
村
氏
に
よ
れ
ば
田
中
本
も
)
に
よ
れ
ば
結
句
が
「
ト
ジ
ニ
ヒ
ト
タ
ピ
」
と
あ
っ
て
、
高

葉
集
と
は
本
文
も
ち
が
っ
て
ゐ
て
、
高
葉
集
か
ら
直
接
採
録
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い

(
も
っ
と
も
「
ト
ジ
ニ
ヒ
ト
タ
ピ
」
の
本
文
を
有
す
る
の

は
片
仮
名
本
等
一
、
二
本
で
あ
る
か
ら
、
却
っ
て
之
は
後
世
の
変
改
と
も
見
ら
れ
る
が
、
万
葉
集
に
無
い
詞
書
は
諸
本
共
通
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
だ
け
で
万

葉
集
か
ら
直
接
採
録
し
た
も
の
で
は
無
い
形
跡
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
)
。

次
に
、
川
酬
に
つ
い
て
は
、
奥
村
氏
は
「
明
白
な
高
葉
集

の
作
者
が
か
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
寓
葉
集
か
ら
の
も
の
と
は
言
へ
ぬ
」
と
言
は
れ
た
。
し
か
し
、
凶
の
作
者
は
、
伝

二
条
為
世
・
為
明
・
為
冬
寄
書
本
、
慶
長
本
、
高
松
宮
家
蔵
二
冊
木
、
家
仁
親
王
自
筆
奥
書
本
に
よ
れ
ば
、
赤
人
と
あ
っ
て
宙
開
葉
集
の
そ

れ
と
一
致
す
る
。
け
れ
ど
も
多
く
の
古
写
本
に
お
い
て
読
人
知
ら
ず
と
な
っ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
寓
葉
歌
人
の
歌
で
は
い
づ

れ
も
読
人
知
ら
ず
、
も
し
く
は
明
ら
か
に
寓
葉
歌
人
と
異
な
る
平
安
朝
歌
人
を
作
者
と
し
て
ゐ
る
例
の
み
で
あ
り
、
後
撰
集
で
は
寓
葉
歌
人

-163-

の
作
と
明
ら
か
な
も
の
は
採
ら
な
い
方
針
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
後
撰
集
の
伝
来
の
過
程
に
お
い
て
、
高
葉
集
原
歌
も

赤
人
歌
也
」
の
注
が
あ
り
、

し
く
は
赤
人
集
に
あ
る
事
を
発
見
し
て
記
し
て
お
い
た
注
記
が
本
文
に
混
入
し
て
生
じ
た
現
象
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
汀
寄
仁
三
本

に
は
い
さ
つ
れ
も
作
者
名
の
脚
に
「
一
本
無
」
と
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
片
仮
名
本
で
は
作
者
名
の
位
置
に
「
品
川
六
人
金
玉
深
窓
万
葉
ハ

ま
た
東
北
大
学
図
書
館
蔵
八
代
集
本
、
東
常
緑
筆
本
、
山
科
言
国
筆
本
、
高
松
宮
家
蔵
定
家
筆
臨
事
本
、
冷

上
述
の

泉
為
筆
木
等
、
歌
の
頭
に
「
万
」
或
い
は
「
寓
葉
」
の
注
附
が
あ
る
事
が
小
松
博
士
の
『
校
本
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

推
定
の
傍
証
た
る
に
十
分
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
闘
に
つ
い
て
は
、
高
葉
集
の
作
者
家
持
を
諸
本
い
づ
れ
も
読
人
知
ら
ず
と
し
て
を
り

寓
葉
集
に
あ
る
題
詞
も
後
撰
集
に
は
無
い
の
で
、
官
同
葉
集
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
て
問
題
が
無
い
で
あ
ら
う
ο

他
の
二
十
首
は
か

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
省
内
葉
集
研
究
史
稿

づ
れ
も
寓
葉
集
の
本
文
(
古
賭
と
推
定
さ
れ
る
も
の
)
と
相
違
が
あ
る
。
中
で
凶
凶
闘
は
既
に
奥
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、

黒
主
、
貫
之
、
均
子
内
親
王
(
宇
多
天
皇
皇
女
)
と
な
っ
て
を
り

貫
之
の
場
合
は
長
い
詞
室
田
ま
で
つ
い
て
ゐ
」
て

ザコ
れ~，

も作
寓者
葉が
集夫
カミ 々

ら
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
聞
も
、
二
荒
山
神
社
本
等
で
は
作
者
が
深
養
父
と
な
っ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
文
も

大
き
く
相
違
し
て
ゐ
て
寓
葉
集
か
ら
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
問
問
は
寓
葉
集
の
作
者
家
持
が
よ
み
人
し
ら
ず
、
臨
も
同
様
小
治
田
朝

臣
広
耳
が
よ
み
人
し
ら
ず
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
除
か
れ
る
。

結
局
問
題
と
し
て
残
る
の
は

回
凶
問
問
閉
山
間
剛
四
日
凶
回
眠
附
聞
の
十
三
首
で
あ
る
が
、

品
凶
附
回
闘
は
い
づ
れ
も
本
文
が
大
き
く
相

違
し
て
ゐ
て
、
高
葉
集
か
ら
採
録
し
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ず
、
聞
は
第
二
句
に
少
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
高
葉
集
に
無
い
つ
や
ま

と
へ
ま
か
る
つ
い
で
に
」
と
い
ふ
詞
書
が
あ
っ
て
こ
れ
も
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
伽
も
、
既
に
奥
村
氏
指
摘
の
如
く
、
白
川
切
等
に
は
蔦
葉

集
に
は
無
い
「
こ
L

ろ
さ
し
ふ
か
き
人
に
あ
は
す
て
」
の
詞
書
が
あ
り
、
之
に
よ
れ
ば
高
葉
集
か
ら
の
採
録
と
は
し
難
い
。
次
に
旧
は
、

片
仮
名
木
に
よ
れ
ば
、
第
五
句
「
ヤ
マ
カ
ケ
ニ
シ
テ
一
と
寓
葉
集
の
本
文
と
一
致
し
、
第
一
句
を
除
き
ほ
と
ん
ど
寓
葉
集
に
一
致

L
た
本

文
が
得
ら
れ
る
、
が
、
他
の
諸
本
は
い
づ
れ
も
ヤ
マ
カ
ゲ
を
ハ
ナ
カ
ゲ
も
し
く
は
ハ
ナ
ノ
カ
ゲ
に
作
り
、
片
仮
名
木
で
は
歌
の
頭
に
「
万
葉
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十
」
の
集
付
、
が
あ
っ
て
、

万
葉
集
を
参
看
し
た
結
果
に
よ
る
本
文
の
変
改
と
考
へ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
ハ
ナ
カ
ゲ
と
す
る
諸
木
の
本
文

が
後
撰
集
本
来
の
本
文
と
推
定
さ
れ
、

と
す
れ
ば
寓
葉
集
か
ら
直
接
採
録
し
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
ま
た
聞
は
第
一
、
二
、

の

三
句
に
わ
た
っ
て
相
違
が
あ
り
、
殊
に
第
二
、
第
四
句
は
全
く
後
撰
集
の
様
に
訓
む
こ
と
は
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
除
外

し
て
よ
い

o
Mも
第
五
句
は
諸
本
に
よ
っ
て
一
訂
正
さ
れ
る
と
し
て
も
第
一
、
二
句
に
わ
た
り
少
異
が
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
相
違
と
認
め

に
よ
れ
ば
ア
キ
タ
カ
ル
と
な
っ
て
寓
葉
集
に
一
致
す
る
こ
と
と
な
り
、
之
に

従
へ
ば
第
二
句
は
寓
葉
集
の
古
点
と
し
て
認
め
難
い
程
の
相
違
で
は
な
い
と
言
ひ
得
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
ア
キ
タ
カ
ル
の
本
文
に
作

ら
れ
る
第
一
旬
ア
キ
ノ
タ
メ
が
、
慶
長
本
(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
)



る
の
が
一
本
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
逆
に
伝
来
の
過
程
に
お
い
て
高
葉
集
を
校
合
し
た
結
果
に
よ
っ
て
生
じ
た
本
文
で
無
い
か
を
疑

は
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
残
る
間
酬
聞
は
そ
れ
ぞ
れ
一
旬
に
少
異
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
酬
の
第
三
句
ア
ラ
タ
マ
ノ
は
寓

葉
集
の
原
文
「
佐
宿
波
」
を
こ
の
や
う
に
訓
む
こ
と
は
到
底
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
『
校
本
寓
葉
集
』
を
検
し
て
も
同

じ
訓
を
発
見
で
き
な
い
。
聞
は
第
一
句
タ
ピ
ニ
シ
テ
が
タ
ピ
ネ
シ
テ
と
一
字
相
違
す
る
の
み
だ
が
、
や
は
り
寓
葉
集
原
文
「
客
爾
為
而
i

一

『
校
本
寓
葉
集
』
に
も
同
訓
を
見
出
し
得
ず
、
伝
請
に
よ
る
変
化
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
聞
も

を
か
く
訓
ん
だ
と
は
考
へ
難
い
し
、

マ
ツ
ニ
・
マ
タ
パ
の
少
異
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
「
待
者
」
を
マ
ツ
ニ
と
訓
む
こ
と
は
困
難
で
、
待
者
が
難
訓
の
文
字
で
も
無
い
以
上
A

古

点

で

マ

ツ

ニ

と

訓

ん

だ

と

は

認

め

難

い

し

、

『

校

本

寓

葉

集

』

に

も

後

撰

と

同

訓

の

も

の

は

見

え

な

い

。

.

か
く
し
て
二
十
三
首
全
部
を
検
し
て
も
寓
葉
集
か
ら
の
直
接
の
採
録
と
考
へ
ら
れ
る
歌
を
一
首
も
発
見
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
わ
づ
か

に
mw問
等
が
古
点
と
見
れ
ば
見
ら
れ
る
と
い
ふ
程
度
を
出
な
い
。
そ
し
て
、
中
村
。
奥
村
両
氏
の
説
の
如
く
、
古
今
集
の
先
例
と
寓
葉
集

も
当
時
勅
撰
集
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
点
か
ら
、
後
撰
集
は
直
接
寓
葉
集
の
歌
を
採
録
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
外
部
徴
証
に
よ
っ
て
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得
ら
れ
る
推
論
と
を
照
ら
し
合
は
せ
る
な
ら
ば
、
結
局
後
撰
集
に
は
直
接
寓
葉
集
か
ら
採
用
し
た
歌
は
一
首
も
無
い
と
い
ふ
奥
村
氏
の
結

論
が
正
当
な
こ
と
は
、
も
は
や
完
全
に
立
証
出
来
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
は
れ
る
。
奥
村
氏
の
論
文
の
後
に
発
表
せ
ら
れ
た
杉
谷
・
平
井

両
氏
の
調
査
も
之
を
裏
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
ゐ
る
。
殊
に
両
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
寓
葉
集
と
後
撰
集
と
の
異
同
箇
所
を
、
柿
本
集
・
赤

人
集
・
家
持
集
等
の
諸
家
集
諸
本
の
木
文
、
及
び
古
今
和
歌
六
帖
・
拾
遺
集
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、
寓
葉
集
系
統
の
木
文
を
持
つ
も
の

と
、
後
撰
集
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
と
に
明
瞭
に
分
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
、
後
撰
集
の
い
は
ゆ
る
寓
葉

歌
が
直
接
接
寓
葉
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
上
述
の
結
論
を
一
一
層
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
両
論
文
に
譲
っ
て
こ

こ
に
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
こ
の
点
を
も
っ
と
も
詳
細
に
調
査
さ
れ
た
の
は
杉
谷
寿
郎
氏
で
あ
っ
て
、

上
掲
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
官
同
葉
集

北
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と
後
撰
集
と
の
異
同
五
十
二
箇
所
の
う
ち
、
他
の
歌
集
に
所
見
の
無
い
歌
、
後
撰
集
が
諸
家
集
と
の
み
異
同
す
る
個
所
、
及
び
寓
葉
集
の

訓
み
が
ど
ち
ら
に
も
訓
み
得
る
場
合
等
を
除
い
た
コ
一
十
六
個
所
に
つ
い
て
、
諸
歌
集
の
本
文
を
検
討
す
る
と
、

付
多
く
の
箇
所
が
万
葉
集
と
同
一
本
文
を
持
っ
か

一
、
ご
の
語
句
が
異
同
し
甚
だ
そ
れ
に
近
い
本
文
を
持
つ
本

同
後
撰
集
と
同
一
本
文
を
持
っ
か
一
、
二
の
語
句
が
異
同
し
甚
だ
そ
れ
に
近
い
本
文
を
持
つ
本

「
同
一
本
に
お
い
て
万
葉
集
系
と
後
撰
集
系
と
殆
ん
ど
乱
れ
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
居
る
。
そ
し
て
杉
谷

氏
は
右
の
事
実
と
、
後
撰
集
の
寓
葉
関
係
歌
の
大
部
分
を
、
巻
十
及
び
十
二
の
作
者
不
明
の
伝
諦
性
に
富
ん
だ
歌
が
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ

の
二
系
統
に
分
れ
、

事
か
ら
、
こ
の
二
十
四
首
が
寓
葉
集
か
ら
及
ん
で
来
た
か
、
蔦
葉
集
と
は
関
係
な
く
伝
え
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
に
成
し
得
な
い
が
、
蔦
葉
集
系
の

歌
が
文
献
か
ら
文
献
へ
の
経
路
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
撰
集
系
の
歌
は
あ
る
一
時
期
に
伝
請
さ
れ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
て
良
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し、。
と
述
べ
ら
れ
た
が

」
の
見
解
は
平
井
博
士
に
よ
っ
て

「
古
今
六
帖
の
重
出
歌
が
高
葉
の
歌
に
関
係
あ
る
場
合
、
そ
の
一
つ
は
伝
諦
の

途
中
に
生
じ
た
種
々
の
異
同
あ
る
歌
に
な
っ
て
ゐ
る
に
対
し
、
他
の
一
つ
に
は
寓
葉
の
歌
そ
の
ま
L

を
伝
へ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
と
い
ふ

事
実
」
が
あ
り
、
凶
の
歌
に
つ
い
て
、
六
帖
の

君
か
た
め
山
田
の
沢
に
ゑ
く
つ
む
と
ぬ
れ
に
し
袖
は
ほ
せ
と
か
は
か
す
(
第
三
帖
、
沢
)

が
、
後
撰
集
系
、

ま
た

足
曳
の
山
田
の
さ
は
に
ゑ
く
つ
む
と
雪
消
の
水
に
裳
の
そ
ぬ
ら
す
(
第
六
帖
、
ゑ
く
)

が
、
第
一
句
「
足
曳
の
」
に
相
違
が
あ
る
と
は
言
へ
、
な
ほ
高
葉
集
系
と
、
二
つ
の
系
統
に
分
ち
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
点
な



ど
を
参
照
し
て
も
、
大
体
に
お
い
て
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

以
上
、
諸
家
の
研
究
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
結
果
を
総
合
し
て
、
後
撰
集
の
い
は
ゆ
る
寓
葉
歌
が
、
直
接
寓
葉
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
も

の
で
な
く
、
古
点
の
作
業
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
得
な
い
こ
と
は
、
そ
の
本
文
の
検
討
に
よ
る
内
部
徴
証
に
照
ら
し
て
明
白
と
な

っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
然
ら
ぽ
後
撰
集
の
撰
者
は
、
と
も
か
く
も
二
十
三
首
に
も
及
ぶ
寓
葉
歌
乃
至
は
寓
葉
類
似
歌
を
、
そ
れ
と

気
付
か
ず
に
採
録
し
た
の
で
あ
ら
う
か
ど
う
か
と
い
ふ
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
村
氏
は
「
誤
入
と
解
し
て
も
決
し
て
多
い
と
は
思

は
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
が
、
奥
村
氏
は
「
後
撰
集
の
撰
者
は
相
当
寓
葉
集
に
通
じ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
か
ら
気
付
い
て
ゐ
な
い
と
は
考
へ
ら

「
二
十
三
首
と
い
ふ
大
量
を
誤
入
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
後
撰
集
は
古
今
集
の
記
載
を
誤
り
と
認
め
、

れ
ぬ
一
と
し
、

事
か
ら
、
当
時
勅
撰
集
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
寓
葉
集
に
対
し
て
も
同
様
の
態
度
で
臨
ん
だ
ら
う
と
し
、

寓
葉
本
文
と
全
く
等
し
い
二
例

(
1
、
後
援
間
以
・
げ
問
、
後
援
問
山
u

に
し
て
も
、
撰
者
が
見
た
資
料
に
は
作
者
名
が
無
か
っ
た
の
で
、
高
葉
集
.

の
記
載
に
対
し
て
異
伝
を
あ
げ
る
つ
も
り
か
、
訂
正
す
る
つ
も
り
か
、
で
と
り
あ
げ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
二
十
三
首
の
寓
葉
集
類
似
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或
は
異
伝
が
存
す
る
と
認
め
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
自
ら
が
正
し
い
と
考
へ
、
或
は
異
伝
と
思
っ
た
姿
に
お
い
て
採
録
し
て
ゐ
る
」
と
い
ふ

の
歌
は
全
部
さ
う
い
ふ
つ
も
り
で
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

「
寓
葉
集
に
入
ら
ぬ
古
き
歌
」
を
撰
ん
だ
古
今
集
に
も
上
述
の
如
く
十
一
首
の
高
葉
歌
を
採
録
し
て
ゐ
る
点
に
照

ら
し
て
も
、
後
撰
集
の
撰
者
が
こ
れ
ら
の
寓
葉
歌
の
す
べ
て
に
気
付
い
て
ゐ
た
と
考
へ
る
の
は
、
余
り
に
も
後
撰
集
撰
者
を
寓
葉
集
に
精
通

し
て
ゐ
た
と
過
信
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
首
皇
太
集
以
外
の
資
料
か
ら
こ
れ
ら
の
歌
を
採
録
し
た
場
合
に
、
索
引
の
用
意
も
無
か
っ
た
当
時
、

一
々
こ
れ
を
寓
葉
集
の
歌
だ
と
検
証
し
得
た
ら
う
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
殊
に
奥
村
氏
自
身
述
べ
て
を
ら
れ
る
如
く
、
古
点
の
完
戒
は
後

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

撰
集
よ
り
も
ず
っ
と
遅
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。
印
刷
は
高
葉
の
作
者
名
が
後
撰
集
に
無
い
の
で
奥
村
氏
の
如
き

説
も
成
り
立
つ
と
し
て
も
、
問
、
問
、
凶
の
如
く
寓
葉
・
後
撰
共
に
読
人
知
ら
ず
で
、
本
人
に
も
異
同
の
極
め
て
少
い
も
の
ま
で
、
後
撰

撰
者
が
こ
れ
を
寓
葉
歌
の
異
伝
と
し
て
採
録
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
奥
村
氏
の
説
の
如
く
、
異
伝
を
挙
げ
る
つ
も
り
で
載
せ
た
場
合

も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、

ま
た
、
室
内
葉
集
に
同
様
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
で
採
録
し
た
場
合
も
当
然
あ
っ
た
と
考
へ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
ふ
。

以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
高
葉
集
に
古
点
を
附
け
る
作
業
は
、
後
撰
集
の
撰
修
と
は
無
関
係
に
併
行
的
に
進
め
ら
れ
、
後
撰
集
の
成
立

よ
り
も
十
年
前
後
遅
れ
て
成
業
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
天
暦
五
年
に
設
け
ら
れ
た
撰
和
歌
所
は
、
勅
撰
集
の
撰
修
と
い
ふ

目
的
の
外
に
、
こ
れ
と
併
行
し
て
古
寓
葉
集
を
読
み
釈
き
撰
ぶ
と
い
ふ
大
き
な
事
業
を
意
図
し
、
こ
れ
を
遂
行
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
古
今
集
真
名
序
に
、
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「
各
献
一
一
家
集
。
弁
古
来
旧
歌
一
日
二
続
寓
葉
集

L
と
見
え
る
家
集
、
古
来
旧
歌
の
蒐
集
が
古
今
和
歌
集
撰
修
の
準

備
で
あ
っ
た
の
と
は
全
く
そ
の
意
味
を
異
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
和
歌
史
上
他
に
類
例
を
見
な
い
極
め
て
特
異
な
現
象
と
し
て
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

高
葉
集
が
新
撰
寓
葉
集
の
編
ま
れ
た
寛
平
五
年

2
8
)
ご
ろ

既
に
い
か
に
読
み
解
き
難
い
書
物
と
な
っ
て
ゐ
た
か
は
そ
の
序
文
の

如
実
に
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
古
今
和
歌
集
の
撰
進
が
高
葉
集
に
対
す
る
関
心
寺
映
び
起
す
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
事

は
既
に
前
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
古
今
集
の
時
代
は
、
古
き
も
の
を
省
み
る
よ
り
は
、
新
し
い
和
歌
の
復
興
に
ひ
た
す
ら
な
時
代
で
あ
り
、

古
今
集
の
後
を
承
け
て
和
歌
の
歴
史
を
反
省
す
る
時
代
に
入
っ
た
後
撰
集
の
時
代
に
寓
葉
集
を
読
み
解
く
作
業
が
始
め
ら
れ
た
事
は
一
応

そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
る
。
佐
佐
木
信
網
博
士
は

こ
の
機
運
が
、
国
民
的
自
覚
に
も
と
づ
く
和
歌
復
興
の
意
気
盛
ん
な
古
今
集
時
代
に
お
こ
ら
な
い
で
、

や
や
年
月
を
経
た
後
撰
集
の
時



代
に
お
こ
っ
た
の
も

(
注
目
)

ま
た
当
然
と
考
へ
ら
れ
る
。

と
言
は
れ
、
武
田
祐
吉
博
士
も
、

一
般
に
、
後
撰
の
五
人
の
撰
者
は
、
古
今
の
四
人
の
撰
者
に
及
ぼ
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
少
く
と
も
、
古
今
に
処
女
境
を
開
い
た
ほ

ど
の
気
分
が
あ
り
、
後
撰
に
、

父
の
子
と
し
て
先
蹴
を
追
ふ
孝
心
、
先
代
を
山
宗
ぶ
風
潮
が
流
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
さ
ら
ば

古
今
に
学
ん
で
後
撰
を
撰
し
、
更
に
遡
っ
て
寓
葉
集
の
歌
を
も
読
ん
で
見
た
い
と
い
ふ
空
気
を
醸
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。

と
述
べ
ら
れ
唱
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
の
み
で
撰
和
歌
所
の
事
業
と
し
て
大
規
模
な
寓
葉
集
訓
読
を
企
劃
す
る
に
至
っ
た
時
代
の
要
求

を
説
明
し
つ
く
せ
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ

h
ぅ。

こ
こ
に
お
い
て
わ
た
く
し
は
、
後
撰
集
の
撰
修
、
も
し
く
は
そ
の
前
提
と
な
・
っ
た
天
暦
に
お
け
る
撰
和
歌
所
の
設
置
そ
の
も
の
の
持
っ

た
性
格
の
中
に
、
古
今
和
歌
集
の
撰
修
時
代
と
は
様
相
を
異
に
し
た
、
特
に
高
葉
集
の
訓
読
を
促
す
や
う
な
歴
史
的
契
機
が
旺
胎
す
る
に
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至
っ
た
た
め
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
古
今
和
歌
集
撰
定
の
精
神
の
単
な
る
継
続
、
も
し
く
は
後
撰
時
代
の
保
守
的
性
格
の
顕
現

と
の
み
解
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
天
暦
時
に
お
い
て
、
古
今
集
の
撰
定
時
代
に
は
思
ひ
も
及
ば
な
か
っ
た
大
規
模
な
寓
葉
集
訓
読
の
事

業
が
、
勅
撰
集
の
撰
進
と
並
行
す
る
和
歌
所
の
公
的
な
事
業
と
し
て
企
劃
さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
的
事
情
を
説
明
し
つ
く
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
へ
る
。

士
吉
田
}

こ
こ
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
藤
岡
忠
美
氏
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
天
暦
五
年
の
和
歌
所
設
置
が
宮
中
公
定
の
場
所
を
離
れ
て
、

源
順
の
禁
制
文
に
言
ふ
一
妖
艶
(
流
布
本
で
は
妖
妄
)
に
わ
た
る
所
」

で
あ
る
後
宮
の
一
角
梨
査
を
選
ん
で
行
は
れ
た
と
い
ふ
事
実
で
あ
る

と
考
へ
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
藤
岡
氏
は
、
延
喜
五
年
に
始
め
ら
れ
た
古
今
集
の
撰
進
が
、
宮
中
の
文
庫
の
中
で
も
「
他
の
二
者
に
対
し

て
、
役
柄
か
ら
い
っ
て
も
最
も
天
皇
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
建
物
の
場
所
か
ら
い
っ
て
も
最
も
宮
中
の
中
枢
部
に
あ
っ
た
」
内
御
書
所

北
大
文
学
部
紀
要
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を
そ
の
場
所
に
選
ん
で
行
は
れ
、
「
勅
撰
の
名
に
ふ
さ
は
し
い
道
を
踏
み
出
し
て
い
た
し
の
に
対
し
て
、
天
暦
五
年
の
撰
和
歌
所
が
「
そ
う

し
た
宮
中
公
定
の
場
所
を
離
れ
て
、
後
宮
の
一
角
た
る
梨
壷
に
そ
の
編
集
所
を
移
し
て
」
設
置
さ
れ
た
事
実
に
着
目
さ
れ
、

古
今
集
の
先
例
を
捨
て
内
御
室
百
所
を
無
視
し
た
と
こ
ろ
に
、
古
今
集
と
後
撰
集
と
の
性
格
の
差
違
、
あ
る
い
は
天
暦
に
お
け
る
新
し
い

和
歌
へ
の
立
場
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
の
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
か
。

と
論
じ
て
を
ら
れ
る
が
、
確
か
に
古
今
集
と
後
撰
集
と
の
性
格
の
差
異
は
、
そ
の
撰
修
の
場
所
の
相
違
に
お
い
て
既
に
そ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
た
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
と
思
は
れ
る
。
古
今
集
が
晴
の
歌
集
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
撰
集
が
裂
の
歌
集
と
し
て
の
性
格
を
も

つ
と
さ
れ
る
の
も
、
藤
岡
氏
の
指
摘
さ
れ
た
右
の
事
実
と
無
縁
で
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
後
宮
の
一
角
梨
壷
を
そ
の
撰

修
の
場
と
し
て
行
は
れ
た
後
撰
集
の
撰
修
に
至
っ
て
、
高
葉
集
を
そ
の
先
蹴
と
し
て
意
識
す
る
と
こ
ろ
が
砂
く
な
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る

の
こ時
の点
ゃに
う l お

見て
て
勅
来
z 撰
で集
、の
ノi 撰
l久尚
撰ル
集}
岨巳 並

修 42
の.t'セ
和
時
j 歌{~ L 所
官」の
至
事ィコ
業

て ).-
寓
1ι レ
~ 

嘉lヱ
訓 l会

票lミ
孟脚

奈委
主lる
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ペコ

て E
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ら」
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市が

美筈
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最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
修
に
際
し
で
も
、
未
だ
企
及
せ
ら
れ
な
か
っ
た
蔦
葉
集
の
読
解
作
業
日

m-
後
撰
和
歌
集
撰
修

へ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば

い
か
に
も
勅
撰
集
に
ふ
さ
は
し
い
宮
中
の
中
枢
部
に
所
在
す
る
内
御
書
所
を
そ
の
場
と
し
て
撰
定
さ
れ
た
古
今

「
後
宮
の
一
角
た
る
梨
査
に
そ
の
編
集
所
を
移
し
」
て
行
は
れ
た
天
暦
の
撰
和
歌
所
の
性
格
そ
の
も
の
の
中
に
、
高
葉

集
と
異
な
っ
て
、

集
の
訓
読
に
対
す
る
特
殊
な
要
求
を
育
む
何
ら
か
の
要
因
が
内
在
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
こ
に
お
い
て
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、
藤
岡
氏
も
指
摘
せ
ら
れ
た
や
う
に
、
俊
成
の
『
古
来
風
体
抄
』
に
見
え
る
次
の
如
き
記
事
で
あ

る。
其
後
、
村
上
の
御
時
、
又
み
ち
/
¥
お
こ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
歌
の
こ
と
を
も
、

」
と
に
あ
が
め
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
あ
は
せ
て
、

カミ



み
に
左
右
大
臣
に
て
、
小
野
宮
の
お
と
い
ふ
清
慎
公
、
九
条
の
右
の
お
と
立
師
、
お
の

J
¥
此
道
に
ふ
か
く
い
た
れ
る
人
々
な
る
う
へ
に
、

し
も
に
又
、
大
中
臣
の
能
宜
、
清
原
元
輔
、
源
の
順
、
坂
上
望
城
な
ど
い
ふ
も
の
ど
も
さ
べ
き
こ
え
け
る
を
め
じ
て
、
梨
査
に
さ
ぶ
ら

は
せ
給
ひ
て
、
撰
和
歌
所
と
名
づ
け
て

一
条
摂
政
伊
予
は
、

そ
の
時
蔵
人
少
将
に
も
の
し
け
る
を
、

そ
の
所
の
別
当
と
さ
だ
め
お
ほ

せ
ら
れ
て
、

か
つ
は
高
葉
集
を
も
和
し
講
ぜ
ら
れ
J

さ
ら
ぬ
ふ
る
歌
ど
も
を
も
、

し
る
し
た
て
ま
つ
ら
し
め
給
ひ
け
る
。
さ
て
な
む
勅

あ
り
て
後
撰
集
は
撰
た
て
ま
つ
ら
し
め
給
ひ
け
る
。
撰
者
に
は
、
猶
小
野
宮
の
お
と
立
な
む
承
り
給
へ
り
け
る
。
高
葉
集
は
、
も
と
は
、

ひ
と
へ
に
真
名
、
が
な
と
い
ふ
物
に
か
き
た
る
も
の
に
て
、
才
智
あ
る
も
の
は
よ
み
、
文
字
し
ら
ぬ
も
の
は
え
よ
ま
ず
。
ま
し
て
女
な
ど

は
、
え
見
ず
の
み
あ
り
け
る
を
、
こ
の
御
時
、
梨
壷
の
五
人
、
か
つ
は
さ
だ
め
あ
は
せ
て
、
源
の
順
む
ね
と
才
智
あ
る
者
に
て
和
し
て

い
な
む
常
の
か
記
ば
っ
附
は
じ
め
た
川
引
け
る
。
そ
れ
ど
り
後
な
む
今
は
女
な
ど
も
見
る
こ
と
に
は
な
れ
る
な
る
べ
し
Q

〔
傍
鮪
筆
者
。
歌
学

大
系
所
収
再
撰
本
に
拠
る
。
初
撰
本
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
あ
る
。
)
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俊
成
が
右
の
文
で
強
調
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
源
順
ら
が
行
っ
た
仮
名
に
よ
る
高
葉
集
の
訓
釈
が
、
特
に
女
性
の
た
め
に
寓
葉
集
を
解
放

す
る
事
に
な
っ
た
、
一
言
へ
換
へ
れ
ば
寓
葉
集
を
女
性
に
も
読
み
得
る
も
の
と
し
て
提
供
す
る
に
至
っ
た
と
云
ふ
点
で
あ
っ
て
、
何
よ
り
も

そ
こ
に
俊
成
が
源
順
ら
の
寓
葉
集
訓
読
の
史
的
意
義
を
見
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
俊
成
が
述
べ
て
ゐ
る
の
は
、
主
と
し
て
そ

れ
が
女
性
た
ち
の
上
に
も
た
ら
し
た
結
果
に
つ
い
て
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

し
か
し
、

上
述
の
如
く
後
宮
の
一
角
た
る
梨
壷
に
そ
の

場
を
移
し
て
の
撰
和
歌
所
の
事
業
と
し
て
の
寓
葉
集
訓
読
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
合
は
せ
る
と
、

そ
れ
は
単
に
偶
然
の
結
果
と
し

て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

天
暦
期
に
寓
葉
集
の
訓
読
事
業
が
登
場
す
る
そ
も
そ
も
の
要
因
に
、
女
性
の

た
め
に
寓
葉
集
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
要
求
が
作
用
し
て
ゐ
た
と
考
へ
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
俊
成
が
何
よ
り
も
女
性
に
対
し
て
そ

れ
が
果
し
た
役
割
の
中
に
天
暦
の
寓
葉
集
訓
読
の
史
的
意
義
を
見
て
ゐ
た
の
も
、

そ
の
や
う
な
天
暦
古
点
の
歴
史
社
会
的
な
意
味
を
直
観

北
大
文
学
部
紀
要
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し
て
ゐ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

周
知
の
如
く
『
十
訓
抄
』
第
七
可
ν
専
ニ
思
慮
一
事
の
条
に
は
、

此
の
御
息
所
(
広
播
御
息
所
)
御
心
お
き
て
賢
く
お
は
し
け
る
故
に
、
彼
帝
の
御
と
き
梨
査
の
五
人
に
仰
せ
て
、
寓
葉
集
を
や
は
ら
げ
ら
れ

し
も
こ
の
御
す
L

め
と
ぞ
。
順
筆
を
と
れ
り
け
る
。

と
、
高
葉
集
の
訓
読
が
広
幡
御
息
所
の
す
す
め
で
企
て
ら
れ
た
と
い
ふ
説
話
を
伝
へ
て
ゐ
る
し
、
『
石
山
寺
縁
起
』
も
こ
れ
を
受
け
て
同

趣
の
縁
起
文
を
記
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
無
論
で
き
な
い
が
、
「
煙
が
直
ち
に
火
で
は
な
い
が
、
煙
の
立
つ
所
に
は

(
注
剖
)

火
の
在
り
か
を
指
さ
す
何
物
か
が
あ
る
」
と
云
ふ
こ
と
が
伝
説
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
真
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
十
訓
抄
の
説

話
も
無
下
に
は
却
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
な
り
の
或
る
真
実
を
含
ん
で
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
村
土
帝
の
後
宮
に
お
い
て

寓
葉
集
の
訓
読
を
欲
す
る
や
う
な
教
養
あ
る
女
性
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
史
的
背
景
を
こ
の
伝
説
成
立
の
背
後
に
考
へ
る
こ
と
が
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で
保き
坂る
三の
郎で
氏は
がな
指か

~* ~ 
たきか
やと
う思
Vこ t士
、れ

る
『
権
記
』
の
長
保
三
年
五
月
二
十
八
日
の
条
に
は
、

故
民
部
卿
在
世
日
被
ν
送
一
一
続
紙
一
巻
一
、
請
ν
室
田
ニ
古
高
葉
集
二
伺
書
v
之
、
雄
ν
経
ニ
数
年
一
不
v
知
一
一
誰
人
之
料
一
、
箱
底
塵
埋
、
令
三
年
兵

衛
佐
能
通
朝
臣
尋

τ之
、
前
備
前
介
中
清
朝
臣
女
子
料
也
云
々
、
何
付
送
ν
之。

と
い
う
記
事
が
見
え
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寓
葉
集
古
点
の
作
業
が
始
め
ら
れ
た
天
暦
五
年
(
自
己

よ
り
五
十
年
後
の
長
保
三
年

(
5
2
)

の
こ
ろ
に
、
女
子
の
料
と
し
て
古
寓
葉
集
の
歌
を
書
写
し
た
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
女
子
の
料
と
し
て
書
写
さ
れ
た
寓
葉

集
と
は
回
よ
り
仮
名
書
き
の
高
葉
集
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
天
暦
の
蔦
葉
集
訓
読
作
業
の
結
果
と
し
て
仮
名
書
き
の
寓
葉
集
が
世
に
行

は
れ
る
や
う
に
な
り
、
そ
れ
が
主
に
女
性
を
対
象
と
し
て
ひ
ろ
ま
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

」
の
や
う
に
、
天
暦
の
施
点
を
劃



期
と
し
て
女
性
の
た
め
の
仮
名
書
き
の
寓
葉
集
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
と
い
ふ
事
は
、
逆
に
遡
、
っ
て
天
暦
の
寓
葉
集
訓
読
作
業
の
主

要
な
目
的
が
、
女
性
の
た
め
に
寓
葉
集
を
解
放
す
る
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。
後
宮
を
中
心
と
し
た
女
性
た
ち
の
聞
に
高
ま

っ
て
来
た
、
高
葉
集
を
仮
名
書
き
の
歌
集
と
し
て
読
み
た
い
と
い
ふ
欲
求
に
応
ず
る
も
の
と
し
て
企
て
ら
れ
た
の
が
天
暦
の
訓
点
作
業
で

あ
っ
た
と
解
す
る
時
に
、
t

始
め
て
こ
れ
を
劃
期
と
し
て
女
性
の
た
め
に
寓
葉
集
を
書
写
す
る
風
潮
の
興
っ
て
来
た
経
路
も
よ
く
理
解
で
き

る
と
考
へ
ち
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
「
寓
葉
集
和
し
侍
り
け
る
に
」
(
巻
第
十
二
恋
二
)
、

「
寓
葉
集
和
せ
る
歌
い
」
(
巻
第
十
三
一
恋
三
ω
、
ま
た
「
蔦
葉
集
和
し

侍
り
け
る
歌
」

(
巻
第
す
四
恋
四
)
と
題
じ
て
源
順
の
歌
を
載
せ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
袋
草
子
』
に
、

に
却
也
る
也
一
五
拘
」
、
「
瑛
寓
葉
歌
ヲ
為
引
本
歌
引
一
三
割
引
反
歌
一
、
一
一
内
九
」
一
と
両
説
を
挙
や
け
た
後
、

付
藤
経
衡
和
一
一
後
撰
-
歌
と
云
っ
て
、
後
撰
中
の
優
歌
を
百
首
ば
か
り
書
き
出
し
て
其
返
歌
を
詠
じ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
順
が

・
寓
葉
集
に
追
和
し
た
歌
を
詠
ん
だ
の
を
摸
し
た
も
の
と
考
べ
ら
れ
る
こ
と
。

同
高
葉
集
に
順
が
そ
れ
を
本
歌
と
し
て
古
語
を
和
ら
げ
た
ん
}
見
る
べ
き
歌
は
見
出
さ
れ
な
い
の
に
対
し
、
順
が
そ
れ
に
対
す
る
返
歌

(
追
和
す
る
歌
)
を
詠
じ
た
本
歌
と
見
ら
れ
る
歌
は
聞
こ
偽
葉
集
に
見
え
る
こ
と
。

「
或
寓
葉
古
語
ヲ
融
和
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と
の
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
、
清
輔
は
、
反
歌
(
返
歌
V

の
義
で
あ
ら
う
と
考
証
し
て
ゐ
る
が
、
清
輔
の
考
証
の
如
く
、
こ
れ
は
順
が
宮
内

葉
集
の
歌
に
追
和
す
る
歌
を
詠
じ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
武
田
祐
吉
博
士
が
、

こ
れ
ら
の
高
葉
集
和
す
と
い
必
こ
と
は
、
訓
を
附
す
る
義
よ
り
も
、
む
し
ろ
寓
葉
集
の
あ
る
歌
に
就
い
て
和
同
の
歌
を
詠
ん
だ
と
為
す

(
注
油
)

方
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
古
点
の
副
産
物
で
あ
る
に
し
て
も
、
直
接
の
関
係
は
い
ま
だ
認
め
難
い
。

と
言
は
れ
た
通
り
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
佐
藤
謙
三
博
士
も
ま
た
、
拾
遺
集
に
見
え
る
高
葉
集
に
和
し
た
旨
の
題
詞
の
あ
る
三
首
の
う

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
前
向
葉
集
研
究
史
稿

ち、
一
保
川
そ
こ
の
み
く
づ
と
な
り
は
て
L
恋
し
き
瀬
々
に
な
が
れ
こ
そ
す
れ
(
巻
第
十
四
恋
四
U

の
一
首

に
つ
い
て
は
、

『
袋
草
子
』
に
も
不
審
を
存
し
た
如
く
適
当
な
例
を
見
出
し
得
な
い
と
し
つ
?
も
、

「
ま
づ
返
歌
の
つ
も
り
な
の
で
あ
ら

う
」
と
し
、

拾
遺
の
詞
警
が
あ
‘
い
ま
い
な
書
方
な
の
で
、

「
和
せ
る
歌
」
と
あ
れ
ば
、
袋
草
子
の
或
人
の
説
の
ま
う
に
、
高
葉
の
古
語
を
融
和
に
す

る

つ
ま
り
現
代
語
風
に
言
ひ
か
へ
た
歌
と
も
解
せ
る
が
、

さ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
だ
か
ら
此
等
の
歌
は
、
順
が
宮
廷
で
役
目
と
し

て
行
っ
た
寓
葉
読
解
の
仕
事
に
際
し
て
の
余
技
と
し
て
、
遊
戯
的
な
輿
味
で
作
ら
れ
た
物
で
あ
ら
う
。

(
注
訂
〕

と
言
は
れ
た
c

順
の
和
歌
の
題
詞
に
見
え
る
「
和
す
」
の
語
の
解
釈
は
、
こ
れ
ら
の
説
に
従
ふ
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
し
た
が
っ
て
後

拾
遺
集
の
「
吉
岡
葉
集
和
し
侍
り
け
出
に
-
ー
に
於
け
る
「
和
す
」
と
い
除
語
か
ら
言
っ
て
も
(
袋
草
紙
に
号
一
同
ふ
如
く
万
葉
集
の
或
歌
に
返
一
飲
し
た

一174-

藤
氏
が
市
昭
陽
舎
に
お
け
る
梨
壷
五
人
の
所
業
が
、
仮
字
本
の
寓
葉
歌
撰
集
で
あ
ら
う
と
推
察
す
る
に
つ
い
て
、

と
い
ふ
意
味
に
と
ら
ぬ
場
合
に
)
、
又
十
訓
抄
の
「
高
葉
集
を
や
は
ら
げ
ら
れ
し
も
」
や
石
山
寺
縁
起
の
「
高
葉
集
を
や
は
ら
げ
て
鞘
じ
侍
け

る
に
」
に
於
け
る
「
や
は
ら
げ
る
」
と
い
ふ
詞
か
ら
言
っ
て
も
訓
点
の
事
よ
り
、
真
名
の
も
の
を
仮
名
交
り
文
又
は
仮
名
に
書
き
改
め

た
こ
と
を
意
味
す
》
Q

と
考
へ
ら
れ
る
の
で
ぬ
加
r

と
一
言
ば
れ
た
の
は
、
拾
遺
集
題
詞
に
お
け
る
「
和
す
」
/
に
つ
い
て
は
妥
当
で
な
い
。
し
か
し
『
六
百
番
歌
合
』
に
お
け
る
俊
成
の
判
調
に
、

但
蔦
葉
集
に
両
様
に
点
じ
た
る
由
、
左
方
人
申
云
々
。
彼
の
集
は
源
順
が
和
せ
る
後
仮
名
は
つ
け
来
る
な
り
ο
然
る
に
順
が
点
本
子
今

難
得
。

と
あ
る
「
和
す
」
は
読
み
解
い
た
こ
と
を
指
し
て
ゐ
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
や
は
ら
ぐ
」
は
『
袖
中
抄
』
巻
第
一
「
ひ

(
春
中
一
番
野
遊
、
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
〉



ぢ
か
さ
雨
」
の
条
に

六
帖
歌
云

い
も
が
か
ど
ゆ
き
す
ぎ
か
ね
つ
ひ
、
ち
か
さ
の
あ
め
も
ふ
ら
な
ん
あ
ま
が
く
れ
せ
ん

此
歌
は
蔦
葉
の
歌
を
や
は
ら
げ
た
る
歌
也
。
第
三
句
の
ひ
さ
か
た
を
ひ
ぢ
か
さ
と
書
た
る
也
。

ひ
ぢ
か
さ
と
云
物
不
ν
可
ν
有
也
o

歌

学
大
系
別
巻
所
収
本
に
拠
る
)

と
い
ふ
用
例
が
あ
る
。
そ
し
て
『
袖
中
抄
』
に
は
別
に

い
も
か
か
ど
ゆ
き
す
ぎ
か
ね
つ
ひ
さ
か
た
の
あ
め
も
ふ
ら
ぬ
か
そ
を
よ
し
に
せ
ん

と
寓
葉
集
の
本
文
に
忠
実
な
訓
を
記
し
て
考
証
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
六
帖
歌
の
説
明
に
用
ゐ
ら
れ
た
「
や
は
ら
ぐ
」
の
語
は

考
高
菜
第
十
一
云

調
和
、
す
な
は
ち
現
代
風
に
言
ひ
か
へ
た
歌
の
意
に
用
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
後
藤
氏
の
挙
げ
た
『
十
訓
抄
』
や
『
石
山
寺
縁

一175-

起
』
に
お
け
る
「
や
は
ら
ぐ
」
は
、
む
し
ろ
『
六
百
番
歌
合
』
の
俊
成
判
詞
中
に
見
え
る
「
和
す
」
と
い
ふ
に
語
に
近
い
用
例
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
「
和
す
」
「
や
は
ら
ぐ
」
、
が
¥
訓
点
を
つ
け
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
真
名
の
も
の
を

仮
名
に
書
き
改
め
る
と
い
ふ
如
き
語
感
を
有
す
る
こ
と
は
、
後
藤
氏
の
一
一
一
口
は
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ば
古
点
の
作
業
が
真
名
が
書
か

れ
た
寓
葉
集
を
「
和
す
」
「
や
は
ら
げ
る
」
す
な
わ
ち
仮
名
文
に
書
き
改
め
る
と
言
ふ
や
う
な
意
味
に
理
解
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
も
、

ま
た
実
に
そ
れ
が
女
性
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
が
暗
々
裡
に
伝
へ
ら
れ
た
た
め
で
な
か
っ
た
か
と

も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
が
ほ
ぼ
正
鵠
を
を
失
し
て
ゐ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
高
葉
集
研
究
史
上
に
時
期
を
劃
し
た
古
点
の
事
業
が
、
古

今
集
の
先
例
に
従
は
ず
、

ほ
か
な
ら
ぬ
妖
艶
な
後
宮
の
一
角
梨
査
に
お
い
て
行
は
れ
た
と
い
ふ
事
実
の
中
に
は
、
古
点
即
ち
最
初
の
組
織

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

的
な
寓
葉
集
読
解
の
事
情
が
興
さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
的
背
景
、

ひ
い
て
は
古
点
の
歴
史
的
性
格
に
対
す
る
重
要
な
暗
示
を
含
ん
で
ゐ
た

と
考
へ
ら
れ
る
が
、

こ
の
や
う
に
見
る
時
に
は
『
源
順
集
』
に
云
ふ
、

天
暦
五
年
宣
旨
あ
り
て
、
:
:
:
古
高
葉
集
よ
み
と
き
え
ら
ば
し
め
給
な
り
。

の
「
え
ら
ば
し
め
し
の
解
釈
に
も
砂
か
ら
ぬ
示
唆
を
投
げ
か
け
る
も
の
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
右
の
文
の
「
よ
み
と
き
」
は
寓
葉
集

の
読
解
、
即
ち
高
葉
集
の
歌
に
訓
点
を
つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
解
せ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
問
題
が
無
い
が
、

「
え
ら
ぶ
ー
一
の
方
は
¥
上

田
英
夫
博
士
が

(
注
却
)

「
え
ら
ば
し
め
給
ふ
」
が
陵
昧
で
如
何
や
う
に
も
解
釈
が
出
来
る
。

と
言
は
れ
た
通
り
に
明
確
性
を
欠
い
て
ゐ
る
。
も
し
古
点
の
作
業
の
全
体
を
一
よ
み
と
き
え
ら
ぶ
」
と
言
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、

ぷ
」
は
撰
述
の
意
で
、
読
み
解
い
た
寓
葉
集
の
歌
を
仮
名
書
き
に
し
、
仮
名
書
き
の
寓
葉
集
を
述
作
し
た
意
に
解
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な

「
え
ら

い
と
考
へ
ら
れ
は
す
る
が
、
し
か
し
、
武
田
祐
吉
博
士
が
、

前
の
、
大
和
歌
え
ら
ぶ
の
用
語
例
に
準
じ
て
云
へ
ば
、
や
は
り
選
択
す
る
意
に
使
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

(
注
油
)

と
言
は
れ
て
ゐ
る
通
り
、
や
は
り
選
択
の
意
に
解
す
る
の
、
が
語
の
用
法
と
し
て
自
然
で
あ
ら
う
。
し
か
し
読
解
し
た
寓
葉
集
の
歌
を
後
撰

集
に
撰
び
入
れ
た
意
で
な
い
事
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
と
す
れ
ば
、
は
や
く
武
田
祐
吉
惇
士
が
、
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古
寓
葉
集
は
、
現
行
め
寓
葉
集
と
解
す
べ
く
、

よ
み
と
き
は

と
れ
に
訓
を
附
し
た
こ
と
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
え
ら
ぶ
の
意
味
は

未
詳
で
あ
る
。
或
は
こ
の
時
抄
出
を
試
み
て
、
略
本
が
出
来
た
も
の
で
で
も
あ
ら
う
か
。
そ
は
或
は
仮
字
書
の
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

ぬ
Q

禽
葉
集
本
文
の
整
理
が
多
少
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

(
注
担
)

と
推
測
さ
れ
、
近
く
後
藤
利
雄
氏
、
が
、



「
よ
み
と
き
選
ぶ
」
か
ら
そ
れ
が
全
部
で
な
く
撰
歌
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
注
悶
〉

と
断
じ
ら
れ
た
如
く
、
順
等
の
任
務
は
単
に
寓
葉
集
に
訓
を
附
す
る
だ
け
で
終
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
別
に
仮
名
書
き

の
寓
葉
集
の
撰
抄
本
(
主
と
し
て
後
宮
の
女
性
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
〉
を
編
む
事
ま
で
を
含
ん
で
ゐ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
、
順
集
の

文
に
も
っ
と
も
忠
実
な
解
釈
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

た
だ
問
題
は
、
古
点
の
成
果
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
た
仮
名
木
の
寓
葉
集
抄
が
存
在
し
た
こ
と
を
果
た
し
て
実
証
し
得
ら
れ
る
か
ど
う
か

と
言
ふ
点
に
あ
る
。
確
か
に
寓
葉
集
の
全
巻
か
ら
選
抄
し
た
仮
名
書
寓
葉
集
抄
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
資
料
は
何
も
存
し
な
い
。

(
類
従
本
系
)
・
家
持
集
等
は
、
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
個
人
の
集
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
原
型
は
蔦
葉
集
の
一
部
を
抄
出
し
て
仮
名
書
に
し
た
本
が
あ
っ
た
と
考
べ
る
べ
き
事
、
が
、
近
時
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て

し
か
し
、
現
存
の
赤
人
集
・
人
麿
集

す
な
は
ち
、

は
や
く
後
藤
利
雄
氏
は
、

上
掲
の
論
文
に
お
い
て
赤
人
集
及
び
柿
本
集
に
つ
い
て
調
査
し
て
、

既
に
『
校
本
高
葉
集
』
首
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来
て
ゐ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

巻
の
「
寓
葉
集
諸
本
系
統
の
研
究
」
に
お
い
て
も
そ
の
後
半
が
、
寓
葉
集
巻
十
の
前
半
を
仮
字
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
ゐ
る
『
赤
人
集
』
を
始
め
と
し
て
、
人
麻
呂
集
の
前
半
も
高
葉
集
巻
十
後
半
の
選
歌
で
あ
っ
て
、
共
に
仮
字
書
き
の
寓
葉
集
撰
抄
の
転

化
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
更
に
近
時
島
田
良
二
氏
に
よ
っ
て
、
家
持
集
も
ま
た
そ
の
原
型
は
寓
葉
集
か
ら
選

(
注
目
)

歌
し
て
四
季
・
雑
に
構
成
し
た
寓
葉
集
抄
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
島
田
氏
は
、

そ
も
そ
も
赤
人
集
・
人
麿
集

(
類
従
本
系
)
・
家
持
集
の
原
型
は
、
源
順
が
編
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ

れ
は
後
宮
和
歌
の
要
請
に
も
と
ず
い
て
、
万
葉
集
の
訓
読
が
始
め
ら
れ
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
主
に
後
宮
歌
人
の
為
に
簡
便
な
万
葉
集

抄
が
編
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
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と
結
論
し
て
を
ら
れ
る
が
、
赤
人
集
・
人
麿
集
・
家
持
集
の
原
型
の
す
べ
て
を
源
順
の
編
集
に
帰
し
得
る
か
否
か
に
は
な
ほ
問
題
が
残
る

と
し
て
も
、
後
藤
氏
や
島
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
古
点
の
結
果
と
し
て
の
仮
名
書
き
の
室
内
葉
集
の
選
抄
本
が
編
集
さ
れ
、
そ
れ
が
赤
人

集
以
下
の
私
家
集
の
成
立
す
る
基
盤
と
な
っ
た
事
に
は
疑
の
余
地
が
無
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
上
述
の
如
く
そ
れ
は
順
集
に
言
ふ
「
読
み
解

き
え
ら
ぶ
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
後
撰
集
時
代
に
至
っ
て
最
初
の
高
葉
集
読
解
の
事
業
が
企
劃
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
原
因
が
考
へ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
高
葉
集
を
仮
名
書
の
形
で
読
み
た
い
と
い
ふ
欲
求
が
、
後
宮
の
教
養
あ
る
女
性
の
中
か
ら
興
っ
て
来

た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
も
っ
と
も
有
力
な
原
因
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
、
藤
岡
忠
美
氏
の
一
一
一
一
口
は
れ
る
「
女
性
的
契
機
!
一
が
、
後
撰
集
の
撰
定
に
も

増
し
て
寓
葉
集
の
読
解
と
い
ふ
撰
和
歌
所
の
事
業
に
大
き
く
作
用
し
て
ゐ
た
事
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
ふ
。

然
ら
ば
次
に
後
撰
時
代
の
後
宮
に
お
け
る
女
性
の
聞
か
ら
、
何
故
に
蔦
葉
集
を
読
み
た
い
と
い
ふ
欲
求
が
撞
頭
す
る
に
至
っ
た
か
、
そ
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の
歴
史
的
事
情
を
考
へ
て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
二
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
、
古
点
の
事
業
が
後
宮
女
性
の
要
求
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
以
上
の
論
証
は
確
実
な
も
の
と
な
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

端
的
に
言
へ
ば
、

わ
た
く
し
は
そ
れ
は
女
性
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
る
後
宮
文
化
の
発
達
に
必
然
的
に
伴
っ
た
と
こ
ろ
の
、
男
性
中
心
の

漢
字
文
化
を
日
本
化
し
、

そ
の
事
に
よ
っ
て
女
性
た
ち
の
世
界
に
融
合
同
化
し
よ
う
と
す
る
後
宮
女
性
の
知
的
な
欲
求
で
あ
っ
た
と
考
へ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
後
宮
女
性
の
知
的
欲
求
と
、

そ
れ
に
応
へ
ょ
う
と
す
る
男
性
知
識
人
の
啓
蒙
的
活
動
を
通
じ
て
漢
字
文
化
の

日
本
化
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
営
為
を
通
じ
て
観
念
的
・
知
識
的
な
漢
字
漢
文
の
文
化
の
日
常
化
・
生
活
化
乃
至
は
感
性
化
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
考
へ
る
。
わ
た
く
し
は
そ
れ
を
典
型
的
に
示
す
例
証
と
し
て
、
醍
醐
天
皇
の
第
四
皇
女
勤
子
内
親
王
の
令
旨
を
承
っ
て

源
順
が
撰
ん
で
奉
っ
た
分
類
体
漢
和
字
書
『
倭
名
類
家
砂
』
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
ふ
。



の
秋
以
前
と
推
定

せ
ら
れ
、
仮
り
に
承
平
四
年
に
成
っ
た
と
す
れ
ば
、
順
二
十
四
歳
の
青
年
時
代
の
述
作
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
岡
田
氏
が
考
証
せ
ら
れ

〔
注
叫
)

本
書
の
撰
述
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
岡
田
希
雄
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
、
十
巻
本
の
成
立
は
承
平
五
年

(
ゆ

ωω
一
)

た
如
く
、
勤
子
内
親
王
の
令
旨
が
若
冠
の
順
に
下
さ
れ
た
の
は
、
順
の
母
が
勤
子
の
側
近
に
侍
し
て
ゐ
た
縁
に
よ
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ

る
が
、
順
が
立
派
に
そ
の
任
を
果
た
し
得
る
学
識
を
当
時
既
に
備
へ
て
ゐ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
順
の
学
識
だ
け

で
ど
う
な
る
と
い
う
も
の
で
は
無
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
勤
子
内
親
王
の
如
き
高
貴
な
女
性
が
、
事
物
の
和
名
に
深
い
関
心
を
示
さ
れ
、

汝
集
一
一
彼
数
家
善
説
ヘ
令
ニ
我
臨
ν
文
無
一
レ
所
ν
疑
罵

『
和
名
抄
』
の
述
作
を
要
求
さ
れ
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
こ
の
書
の
出
現
が
、
宮
廷
文
化
の
歴
史
的
動
向
を
反
映
し
て
は
じ
め
て
賀

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
岡
田
氏
が
、

と
順
の
修
学
の
効
果
は
中
々
現
れ
ず
、
天
暦
七
年
に
至
り
四
十
三
歳
漸
く
文
章
生
に
補
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

し
か
し
和
名
抄
を
作
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る
程
の
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
。
此
の
和
名
抄
も
、
順
が
居
た
か
ら
と
て
出
来
る
筈
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
好
学
に
し
て
又
国
語
意
識

に
目
覚
め
て
居
ら
れ
た
勤
子
が
居
ら
れ
て
、
和
名
抄
の
述
作
を
要
求
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
言
は
れ
た
通
り
で
あ
る
。

『
倭
名
類
粟
砂
』
の
先
行
の
辞
書
類
と
異
な
る
特
質
は
、

(
注
出
}

言
は
ば
百
科
全
書
的
な
辞
室
百
」
で
あ
っ
た
と
言
ふ
点
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
『
新
撰

「
単
に
漢
文
訓
読
の
み
な
ら
ず

一
般
的
知
識
を

一
示
す
為
に
、
諸
の
事
物
を
分
類
し
て
示
し
た
、

字
鏡
』
等
の
先
行
の
辞
書
が
男
性
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
漢
籍
仏
典
等
の
漢
文
を
訓
読
す
る
た
め
の
辞
書
で
あ
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

『
倭
名
類
緊
紗
』
が
諸
の
事
物
に
つ
い
て
の
一
般
的
知
識
と
、
特
に
そ
の
和
名
を
知
り
た
い
と
ね
が
っ
た
高
貴
な

(
注
出
)

女
性
の
要
求
に
応
へ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
形
成
せ
ら
れ
た
特
質
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
は
れ
る
。
浜
田
敦

と
し
た
の
に
対
し
て
、

氏
は
、
す
べ
て
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
た
こ
の
辞
書
が
、
父
醍
醐
の
崩
後
、
管
絃
の
す
さ
び
を
停
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
勤
子
の
「
幽

北
大
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閑
の
慰
め
」
と
し
て
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
か
に
し
、

こ
の
公
主
と
編
者
源
順
と
の
関
係
は
、
恰
も
、
本
来
類
纂
的
な
歌
枕
の
解
説
と
し
て
成
立
し
た
と
云
わ
れ
る
、
か
の
枕
草
子
を
求
め
た

中
宮
定
子
と
清
少
納
言
と
の
そ
れ
に
、
相
似
た
も
の
で
あ
る
と
も
云
え
そ
う
で
あ
る
Q

和
名
抄
が
、
辞
書
と
云
わ
れ
る
も
の
の
、
む
し

ろ
類
書
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
「
引
く
」
も
の
と
し
て
の
、
近
代
的
意

味
に
お
け
る
辞
書
で
あ
る
と
同
時
に
「
つ
れ
づ
れ
」
を
慰
め
る
た
め
の
、

(
注
訂
)

と
述
べ
て
を
ら
れ
る
と
言
ふ
。
勤
子
の
如
き
高
貴
な
女
性
が
、

一
種
の
「
よ
み
も
の
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
幽
閑
の
慰
め
」
と
し
て
、

『
倭
名
類
粟
砂
』
の
如
き
も
の
を
欲
す
る
と

い
ふ
と
ニ
ろ
に
、
宮
廷
の
女
性
た
ち
の
聞
に
漢
字
文
化
の
和
風
化
に
対
す
る
要
求
が
い
か
に
高
ま
っ
て
ゐ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
ふ
。源
順
が
そ
の
青
年
時
代
に
撰
ん
で
奉
っ
た
『
倭
名
類
緊
砂
』
の
出
現
が
、
勤
子
内
親
王
に
代
表
せ
ら
れ
た
宮
廷
女
性
の
漢
字
文
化
の
和
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風
化
に
対
す
る
欲
求
の
所
産
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
よ
り
約
二
十
六
七
年
後
に
、
後
宮
の
一
角
に
お
い
て
順
等
が
勅
命
を
受
け

て
行
っ
た
蔦
葉
集
読
解
の
作
業
に
つ
い
て
も
ま
た
、
宮
廷
女
性
の
欲
求
が
そ
の
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
と
思
は
れ
る
。

な
る
ほ
ど
『
倭
名
類
粟
砂
』
が
そ
の
和
様
化
の
対
象
と
し
た
の
は
、
漢
語
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
担
は
れ
る
漢
の
文
物
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
高
葉
集
の
訓
読
作
業
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
古
代
の
和
歌
で
あ
っ
て
、
表
面
的
に
は
両
者
は
全
く
性
質
を
異
に
し

た
事
業
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
葉
集
が
漢
字
の
み
で
記
さ
れ
た
古
い
歌
集
で
あ
り
、
仮
名
の
普
及
と
共
に
そ
れ

は
既
に
読
み
解
き
難
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
に
、
特
に
漢
字
文
化
に
疎
遠
で
あ
っ
た
女
性
た
ち
に
と
っ
て
は
、
漢
籍
と
同
様

な
難
解
な
書
物
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
ふ
事
情
を
考
へ
合
は
せ
る
な
ら
ば
、
後
宮
文
化
の
発
達
、
特
に
和
歌
の
発
達
に
伴
ふ
女
性
の
知



的
欲
求
が
、
2

漢
吉
岡
に
ま
っ
て
担
は
れ
る
文
物
咋
向
け
忘
れ
た
と
同
様
に
、
漢
字
の
み
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
珍
し
い
事
物
を
多
ぐ
詠
み
入
れ

て
あ
る
寓
葉
集
へ
の
関
心
を
費
す
に
至
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
十
分
に
考
へ
得
る
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
わ
た
く
し
は
当
時
の
宮
廷
の

女
性
た
ち
が
寓
葉
に
対
し
て
抱
い
た
関
心
は
、
直
接
自
分
た
ち
の
作
る
和
歌
の
手
本
、
も
し
く
は
先
雌
と
し
て
蔦
葉
集
を
見
、
そ
こ
か
ら
学

ば
う
と
し
た
と
言
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
漢
語
と
そ
れ
に
よ
っ
て
担
は
れ
る
諸
般
の
事
物
に
好
奇
的
な
関
心
を
抱
き
、
そ
の
和
名
化
・
和
様

化
を
求
め
た
と
同
様
に
、
寓
葉
集
と
い
ふ
漢
字
の
み
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
、
自
分
た
ち
と
異
質
な
歌
集
の
世
界
を
好
奇
的
な
隈
で
眺
め
、

そ
れ
を
「
や
は
ら
げ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
世
界
に
同
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
っ
て
、
寓
葉
集
の
歌
風
に
対
す
る
関
心

と
言
ふ
よ
り
は
、
高
葉
集
の
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
珍
し
い
事
物
に
対
す
る
知
的
な
興
味
が
主
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ
る
。
順
ら
梨
壷
五
人

の
ヂ
に
よ
っ
で
、
筏
揖
和
歌
集
の
撰
進
ど
並
ぶ
大
事
業
と
し
で
劃
期
的
な
寓
葉
集
読
解
の
作
業
が
行
は
れ
た
に
も
か
L

は
ら
ず
、
後
撰
集

(
注
拍
)

一
般
に
古
今
集
の
撰
者
紀
貫
之
に
お
け
る
程
度
の
高
葉
集
の
影
響
さ
へ
認
め
ら
れ
ず
、
後
述
す
る
如
く
源
願
の
歌
に
は

さ
す
が
に
若
干
高
葉
集
の
影
響
を
認
む
べ
き
作
が
見
ら
れ
る
と
は
言
へ
、
歌
風
に
お
け
る
影
響
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
後
一
撰
時

代
の
歌
人
の
寓
葉
集
に
対
す
る
関
心
が
、
上
述
の
如
き
知
的
好
奇
心
以
上
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
は
れ
る
。

西
下
経
一
氏
は
後
撰
集
の
特
性
と
し
て
、
物
語
化
の
傾
向
と
共
に
、
「
風
俗
資
料
と
い
ふ
酷
か
ら
観
察
」
し
て
「
日
常
生
活
の
細
部
が

一181

時
代
の
歌
人
に
、

目
穴
抽
阻
的
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
鞘
」
と
、

れ
て
を
」
る
点
と

「
先
づ
詞
書
の
内
に
は
歌
集
と
し
て
は
目
新
し
い
漢
語
が
用
ひ
ら

{
注
目
)

「
歌
の
言
ひ
ま
は
し
」
に
お
い
て
「
屈
託
の
な
い
用
法
を
用
ひ
て
ゐ
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
や
う

「
用
語
の
上
か
ら
観
察
」
し
て

な
日
常
的
・
生
活
的
な
事
物
に
対
す
る
関
心
の
姿
勢
、

ま
た
漢
語
や
言
ひ
回
し
に
お
け
る
寛
い
だ
屈
託
の
な
い
姿
勢
こ
そ
、

ま
た
か
れ
ら

の
高
葉
集
に
対
す
る
視
角
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
、

「
か
ら
ぶ
り
」
は
「
く
に
ぶ
り
」
化
さ
れ
る
と
共
に
、
高
葉

集
も
ま
た
和
ら
げ
ら
れ
て
仮
名
文
字
化
さ
れ
、

日
常
的
・
生
活
的
な
情
趣
の
中
に
融
化
さ
れ
て
行
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言

北
大
文
学
部
紀
要



古
代
寓
葉
集
研
究
史
稿

す
れ
ば
、
高
葉
集
の
「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
は
、
そ
の
や
ラ
な
後
宮
女
性
た
ち
の
日
常
生
活
的
な
も
め
の
中
で
変
質
し
て
「
た
わ
や
め
ぶ
り
」

の
中
に
融
合
同
化
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
や
う
な
寓
葉
集
の
平
安
朝
化
の
趨
勢
に
劃
期
的
な
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
が
、

そ
こ
に
天
暦
の
寓
葉
集
施
点
の
事
業
は
単
に
寓
葉
集
研
究
史
上
の
意

梨
査
に
お
け
る
古
点
の
作
業
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

義
に
お
い
て
の
み
捉
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
も
後
撰
集
の
撰
修
に
劣
ら
な
い
大
き
な
歴
史
的
意
義
が
認
め
ら

注(
l
)

保
坂
三
郎
「
源
順
論
」
(
『
史
学
』
二

O
ノ
四
'
昭
和
十
七
年
七
月
)

-
藤
岡
忠
美
「
後
撰
集
の
構
造
ー
そ
の
三
・
梨
査
、
そ
の
女
性
的
契
機
」

(
『
国
語
国
文
研
究
』
第
一
四
号
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
)
。

(

2

)

武
田
祐
士
口
「
蔦
葉
集
の
古
黙
」
(
『
国
学
院
雑
誌
五
』
三
ノ
二
、
昭
和

二
十
七
年
六
月
)
。

?
J
)
小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集
校
本
主
人
研
究
』
(
昭
和
五
十
六
年
刊
)
。

(

4

)

上
田
英
夫
『
高
葉
集
訓
黙
の
史
的
研
究
』
(
昭
和
三
十
一
年
刊
〉
。

(
5
)

注
2
に
同
じ
。

(
6
・
7
・
8
)

注
4
に
同
じ
。

(
9
)

山
岸
徳
平
「
平
安
時
代
の
文
学
と
蔦
葉
集
」
(
昭
和
八
年
七
月
春
陽

堂
刊
『
蔦
葉
集
講
座
』
第
四
巻
所
収
)
。

(ω)
山
田
孝
雄
「
官
同
葉
集
と
十
日
今
六
帖
」
(
『
蔦
葉
』
第
三
号
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
)
。

(
日
)
注
2
に
同
じ
。

(
ロ
)
中
村
久
「
後
撰
集
の
蔦
葉
歌
の
考
察
L

(

『
文
学
論
藻
』
第
二
号
、
昭

和
二
十
七
年
九
月
)
σ

(
日
)
上
田
英
夫
「
古
黙
・
次
黙
の
歌
と
そ
の
黙
者
」

月
刊
『
寓
葉
集
大
成
』
第
二
巻
所
収
)
。

(

M

円
)
杉
谷
寿
郎
「
後
撰
集
の
高
葉
集
歌
」
(
『
り
て
ら
え
や
ぼ
に
か
え
』
創

刊
号
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
)
。

(
β
)

平
井
卓
郎
「
後
撰
集
中
の
宮
内
葉
歌
の
考
察
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
一
二

七
f
て
昭
和
三
十
五
年
}
月
。
昭
和
五
十
九
年
刊
呈
ロ
今
和
歌
六
帖
の

研
究
』
所
収
)
。

(

v

m

)

奥
村
恒
哉
「
後
撰
集
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
の
考
察
」
(
『
日
本
文
学

史
研
究
』
第
二
十
号
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
)
。

(
げ
)
村
瀬
敏
夫
「
後
撰
集
選
述
考
」
(
『
文
学
・
語
学
』
第
二
十
号
、
昭
和

三
十
一
年
十
二
月
)
。

(

叩

凶

)

注

3
に
同
じ
。

(
山
口
)
前
掲
「
士
口
一
黙
の
成
立
と
後
撰
集
の
蔦
葉
歌
」
(
『
高
葉
』
第
十
一
号
・

昭
和
二
十
九
年
四
月
〉
。

(
却
〉
久
松
潜
-
「
高
薬
研
究
史
の
成
立

l
古
黙
を
中
心
と
し
て
〉
昭
和
三

(
昭
和
二
十
八
年
八
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十
ニ
年
刊
『
日
本
文
学
研
究
史
』
所
収
)
か

(
幻
)
「
苗
同
葉
集
研
究
史
」
第
一
章
高
葉
学
の
前
期
(
昭
和
六
年
刊
『
校
本

官
時
葉
集
』
首
巻
所
収
)
。

(
幻
)
武
田
祐
吉
『
蔦
葉
集
書
誌
』
(
昭
和
三
年
刊
)
。

(
お
)
「
後
撰
集
の
構
造
ー
そ
の
三
・
梨
章
、
そ
の
女
性
的
契
機
」
(
『
国
語

文
研
究
』
第
一
四
号
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
)
。

(
川

A

〉
神
田
秀
夫
『
人
麻
呂
歌
集
と
人
麻
呂
伝
』
(
昭
和
四
十
年
刊
〉
。

(
あ
)
保
坂
三
郎
「
源
順
論
」
(
『
史
学
』
二

O
ノ
四
、
昭
和
十
七
年
七
月
)
。

(
M
A
)

注
幻
に
同
じ
。
(
第
四
章
、
百
円
葉
集
の
古
駄
〉
。

(
幻
)
佐
藤
謙
三
「
源
順
と
一
時
葉
集
」
(
『
国
学
院
離
誌
』
第
五
十
三
巻
、
昭

和
二
十
七
年
四
月
三

(
お
)
後
藤
利
雄
「
仮
字
高
菜
と
見
た
赤
人
集
及
び
柿
本
集
一
部
」
(
『
国
語

と
国
文
学
』
二
七
ノ
二
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
)
。

(
m
U
)

上
田
英
夫
『
蔦
葉
集
訓
黙
の
史
的
研
究
』
(
昭
和
三
十
一
年
刊
)
第

三
編
第
一
章
「
古
黙
に
関
す
る
一
考
察
」
。

(
m
d
注

2
に
同
じ
。

(
引
A

)

注
M

A

に
同
じ
。

(
匁
〉
注
却
に
同
じ
。

(
わ
)
島
田
良
二
「
家
持
集
考
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
四
一
一
一
ノ
五
、
昭
和
四

十
一
年
五
月
三

(
U
A
)
 

(

汚

)

岡
田
希
雄
「
源
順
伝
及
び
年
譜
」
(
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
第
四
輯
。
)

築
島
裕
「
古
辞
書
入
門
」
(
『
国
語
学
』
第
十
三
・
第
十
四
輯
、
昭
和

北
大
文
学
部
紀
要

二
十
八
年
十
月
)
。

(
v
n
)

秋
本
吉
郎
氏
は
「
倭
名
類
褒
抄
と
湾
字
文
化
」
(
『
国
文
学
』
第
十
号
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
)
に
お
い
て
、
和
名
抄
十
巻
本
と
、
後
の
増
補
と
見

ら
れ
る
二
十
巻
本
と
を
比
較
し
、
前
者
が
「
天
地
人
倫
以
下
鳥
獣
虫
草
木

に
至
る
諸
事
物
現
象
の
名
称
晴
樋
を
あ
ら
は
す
漢
字
漢
語
を
標
出
し
、
之

バペ吾一一

n

が
字
音
と
和
訓
和
名
を
註
記
し
」
た
一
般
的
漢
和
字
書
と
し
て
の
性
質
を

有
す
る
の
に
対
し
、
二
十
巻
本
に
お
い
て
追
補
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、

「
異
質
の
事
典
的
官
吏
必
携
的
乃
至
は
教
科
書
的
な
、
よ
り
日
本
に
即
し

特
定
者
の
実
用
に
即
し
た
も
の
」
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
述
べ
て
を
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
上
述
の
如
き
女
性
の
「
つ
れ
づ
れ
」
を
慰
め
る
た
め
の
辞

書
と
し
て
の
性
質
が
二
十
巻
本
に
お
い
て
男
性
の
宮
入
用
の
も
の
に
変
質

し
た
結
果
生
じ
た
性
格
の
差
違
を
物
語
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

(
幻
)
浜
田
敦
「
和
名
類
家
抄
」
(
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
〕
。
本
稿
執
筆
時
な

ほ
未
刊
の
た
め
、
『
高
葉
学
論
叢
』
(
昭
和
四
十
一
年
刊
)
所
収
の
伊
藤

博
「
十
六
巻
本
高
葉
集
」
に
拠
っ
て
引
用
し
た
。

(
叩

A
)

拙
稿
「
古
代
蔦
葉
集
研
究
史
稿
」
(
そ
の
二
)
、
紀
貫
之
に
お
け
る
蔦

葉
歌
の
影
響
(
北
海
道
大
学
，
文
学
部
紀
要
第
十
輯
、
昭
和
三
十
六
年
刊
)
。

(
労
)
西
下
経
一
『
日
本
文
学
史
平
安
時
代
前
期
(
上
)
』
(
昭
和
十
七
年
刊
)
@

(
附
記
)
本
稿
は
昭
和
四
十
年
度
文
部
省
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
(
各

個
研
究
〉
の
交
付
を
受
け
て
行
な
っ
た
研
究
課
題
「
平
安
時
代
に
お
け
る
高

葉
集
の
伝
来
と
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
規
定
に
よ
っ
て
付
記
す
る
。

-183 -



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080118200750
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     28.3465
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     61
     60
     61
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



